
JP 2015-530995 A 2015.10.29

(57)【要約】
本発明は、昆虫誘引剤および忌避剤と、蚊および他の吸
血性有害生物などの媒介有害生物の捕捉方法および／ま
たはその行動パターンの変更方法とを提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０１２１のうちの少なくとも１つを含む組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ００１３からなる群から選択される化合
物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記化合物が少なくとも０．０１％の濃度で存在する、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
前記化合物が約０．０１％～約５％の濃度で存在する、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００
０１～ＯＬＩ０００４、ＯＬＩ０００６～ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１０、ＯＬＩ００
１１、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００
２０～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００
９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９からなる群から選択される、請求項１に記載
の組成物。
【請求項６】
各化合物が少なくとも０．０１％の濃度で存在する、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
各化合物が約０．０１％～約５％の濃度で存在する、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７およびＯ
ＬＩ００９９からなる群から選択されるベータ活性化剤である、請求項７に記載の組成物
。
【請求項９】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、各化合物が独立して、ＯＬＩ０００６、
ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、
ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６～ＯＬＩ０１００か
らなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
各化合物が少なくとも０．０１％の濃度で存在する、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
各化合物が約０．０１％～約５％の濃度で存在する、請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００９６～ＯＬＩ０１００から
なる群から選択されるベータ活性化剤である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
前記組成物が相乗的な化合物の組み合わせを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
前記相乗的な組み合わせの少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１８
、ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００
２９からなる群から選択される、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
前記相乗的な組み合わせが、ＯＬＩ００１９～ＯＬＩ００２１、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ
００２６、ＯＬＩ００２８、ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２およびＯ
ＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つの他の化合物を含む、請求項１４
に記載の組成物。
【請求項１６】
前記組成物が、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７０からなる群から選択される化合物を含む
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、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００
１５、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００
８４、ＯＬＩ００８９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ
０１０２からなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１８】
前記少なくとも１つの化合物の濃度が少なくとも０．０１％である、請求項１４に記載の
組成物。
【請求項１９】
前記少なくとも１つの化合物の濃度が約０．０１％～約５％である、請求項１４に記載の
組成物。
【請求項２０】
前記組成物が、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００８４およびＯＬＩ０１００からなる群から選
択される少なくとも１つのベータ活性化剤を含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記組成物が相乗的な組み合わせを含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
前記組成物が、ＯＬＩ００７６、ＯＬＩ００９３およびＯＬＩ０１０２からなる群から選
択される少なくとも１つの環境に優しい化合物を含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２３】
前記組成物が３つの化合物の組み合わせを含み、各化合物が、ＯＬＩ００６８、ＯＬＩ０
０７１、ＯＬＩ００７２、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ０
１００およびＯＬＩ０１０２からなる群から個々に選択される、請求項１に記載の組成物
。
【請求項２４】
少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００７６、ＯＬＩ００９３およびＯＬＩ０１０２から
なる群から選択される環境に優しい化合物を含む、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
前記少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００７４およびＯＬＩ０１００からなる群から選
択されるベータ活性化剤を含む、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
前記相乗的な組み合わせが、ＯＬＩ００７１、ＯＬＩ００９３およびＯＬＩ０１０２から
なる群から選択される少なくとも１つの化合物を含む、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２７】
前記相乗的な組み合わせが、ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００７２～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ
００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００８９、ＯＬＩ００９５およびＯ
ＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つの他の化合物を含む、請求項２６
に記載の組成物。
【請求項２８】
　媒介有害生物の行動を変更する方法であって、前記媒介有害生物を請求項１に記載の組
成物に曝露することを含む方法。
【請求項２９】
前記媒介有害生物の行動変更が、前記媒介有害生物におけるＣＯ２応答性ニューロン活性
およびＣＯ２受容体活性のうちの少なくとも一方の増大を含む、請求項２８に記載の方法
。
【請求項３０】
前記媒介有害生物が、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ、ヌカカ、ト
コジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニおよびマダニのうちの少なくとも１つである、
請求項２９に記載の方法。
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【請求項３１】
前記組成物が、化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ００１３からなる群から選択される化合物
を含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００
０１～ＯＬＩ０００４、ＯＬＩ０００６～ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１０、ＯＬＩ００
１１、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００
２０～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００
９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９からなる群から選択される、請求項３０に記
載の方法。
【請求項３３】
前記少なくとも１つの化合物の濃度が少なくとも０．０１％である、請求項３２に記載の
方法。
【請求項３４】
前記少なくとも１つの化合物の濃度が約０．５％～約５％である、請求項３２に記載の方
法。
【請求項３５】
前記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数の
メンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデ
ス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂ
ｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ
）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビ
ロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉ
ｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンク
ェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モ
レストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌ
ｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　
ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の
１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガ
リンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（
Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａ
ｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キ
ミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、
マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏ
ｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つ
または複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
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バー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（
Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタ
エニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖ
ｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）
属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロ
シナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディ
ペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕ
ｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、
グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロン
ギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓ
ｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓ
ｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒ
ｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ
・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァ
ンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パル
リケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パ
ルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄ
ｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃ
ｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓ
ｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆ
ｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない
）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍ
ｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウ
ム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌ
ｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃ
ｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕ
ｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃ
ａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ル
ツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパ
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ルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およ
びフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトム
ス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）
を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、請求項３１または３４
に記載の方法。
【請求項３６】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、各化合物が独立して、ＯＬＩ０００６、
ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、
ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６～ＯＬＩ０１００か
らなる群から選択される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３７】
前記媒介有害生物が、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ、ヌカカ、ト
コジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニまたはマダニである、請求項３６に記載の方法
。
【請求項３８】
前記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数の
メンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデ
ス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂ
ｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ
）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビ
ロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉ
ｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンク
ェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モ
レストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌ
ｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　
ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の
１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガ
リンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（
Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａ
ｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キ
ミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、
マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏ
ｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つ
または複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（
Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ
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）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタ
エニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖ
ｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）
属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロ
シナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディ
ペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕ
ｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、
グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロン
ギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓ
ｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓ
ｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒ
ｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ
・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァ
ンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パル
リケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パ
ルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄ
ｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃ
ｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓ
ｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆ
ｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない
）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍ
ｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウ
ム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌ
ｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃ
ｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕ
ｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃ
ａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ル
ツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパ
ルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およ
びフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトム
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ス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）
を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、請求項３７に記載の方
法。
【請求項３９】
各化合物の濃度が少なくとも０．０１％である、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
各化合物の濃度が約０．５％～約５％である、請求項３８に記載の方法。
【請求項４１】
前記組成物が相乗的な化合物の組み合わせを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項４２】
前記相乗的な組み合わせの少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１８
、ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００
２９からなる群から選択される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
前記相乗的な組み合わせが、ＯＬＩ００１９～ＯＬＩ００２１、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ
００２６、ＯＬＩ００２８、ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２およびＯ
ＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つの他の化合物を含む、請求項４２
に記載の方法。
【請求項４４】
前記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数の
メンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデ
ス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂ
ｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ
）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビ
ロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉ
ｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンク
ェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モ
レストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌ
ｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　
ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の
１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガ
リンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（
Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａ
ｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キ
ミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、
マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏ
ｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙ
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ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つ
または複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（
Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタ
エニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖ
ｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）
属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロ
シナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディ
ペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕ
ｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、
グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロン
ギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓ
ｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓ
ｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒ
ｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ
・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァ
ンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パル
リケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パ
ルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄ
ｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃ
ｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓ
ｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆ
ｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない
）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍ
ｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウ
ム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌ
ｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃ
ｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕ
ｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃ
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ａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ル
ツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパ
ルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およ
びフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトム
ス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）
を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、請求項４３に記載の方
法。
【請求項４５】
各化合物の濃度が少なくとも０．０１％である、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
各化合物の濃度が約０．５％～約５％である、請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　前記媒介有害生物の行動変更が、前記媒介有害生物におけるＣＯ２応答性ニューロン活
性およびＣＯ２受容体活性のうちの少なくとも一方の低下を含む、請求項２８に記載の方
法。
【請求項４８】
前記媒介有害生物が、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ、ヌカカ、ト
コジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニおよびマダニのうちの少なくとも１つである、
請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
前記組成物が、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７０からなる群から選択される化合物を含む
、請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
前記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数の
メンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデ
ス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂ
ｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ
）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビ
ロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉ
ｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンク
ェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モ
レストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌ
ｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　
ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の
１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガ
リンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（
Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａ
ｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キ
ミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、
マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ
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）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏ
ｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つ
または複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（
Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタ
エニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖ
ｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）
属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロ
シナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディ
ペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕ
ｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、
グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロン
ギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓ
ｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓ
ｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒ
ｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ
・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァ
ンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パル
リケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パ
ルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄ
ｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃ
ｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓ
ｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆ
ｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない
）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍ
ｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウ
ム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム
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（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌ
ｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃ
ｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕ
ｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃ
ａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ル
ツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパ
ルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およ
びフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトム
ス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）
を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、請求項４９に記載の方
法。
【請求項５１】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００
１５、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００
８４、ＯＬＩ００８９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ
０１０２からなる群から選択される、請求項４８に記載の方法。
【請求項５２】
前記少なくとも１つの化合物の濃度が少なくとも０．０１％である、請求項５１に記載の
方法。
【請求項５３】
前記少なくとも１つの化合物の濃度が約０．０１％～約５％である、請求項５１に記載の
方法。
【請求項５４】
前記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数の
メンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデ
ス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂ
ｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ
）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビ
ロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉ
ｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンク
ェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モ
レストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌ
ｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　
ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の
１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガ
リンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（
Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａ
ｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キ
ミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、
マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ
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）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏ
ｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つ
または複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（
Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタ
エニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖ
ｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）
属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロ
シナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディ
ペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕ
ｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、
グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロン
ギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓ
ｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓ
ｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒ
ｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ
・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァ
ンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パル
リケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パ
ルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄ
ｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃ
ｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓ
ｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆ
ｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない
）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍ
ｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウ
ム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム
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（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌ
ｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃ
ｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕ
ｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃ
ａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ル
ツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパ
ルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およ
びフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトム
ス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）
を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、請求項５３に記載の方
法。
【請求項５５】
前記組成物が３つの化合物の組み合わせを含み、各化合物が、ＯＬＩ００６８、ＯＬＩ０
０７１、ＯＬＩ００７２、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ０
１００およびＯＬＩ０１０２からなる群から個々に選択される、請求項４８に記載の方法
。
【請求項５６】
各化合物の濃度が少なくとも０．０１％である、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
各化合物の濃度が約０．０１％～約５％である、請求項５５に記載の方法。
【請求項５８】
前記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数の
メンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデ
ス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂ
ｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ
）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビ
ロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉ
ｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンク
ェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モ
レストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌ
ｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　
ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の
１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガ
リンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（
Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａ
ｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キ
ミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、
マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
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バー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏ
ｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つ
または複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（
Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタ
エニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖ
ｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）
属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロ
シナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディ
ペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕ
ｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、
グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロン
ギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓ
ｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓ
ｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒ
ｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ
・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァ
ンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パル
リケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パ
ルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄ
ｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃ
ｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓ
ｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆ
ｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない
）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍ
ｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウ
ム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌ
ｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃ
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ｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕ
ｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃ
ａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ル
ツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパ
ルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およ
びフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトム
ス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）
を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、請求項５７に記載の方
法。
【請求項５９】
前記組成物が、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ００１２、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００２２、Ｏ
ＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００５２、ＯＬＩ００５９、ＯＬＩ００６３、Ｏ
ＬＩ００６５～ＯＬＩ００７２、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００７６～ＯＬＩ００７９、Ｏ
ＬＩ００８４、ＯＬＩ００９１～ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５～ＯＬＩ００９７、Ｏ
ＬＩ００９９～ＯＬＩ０１０２、ＯＬＩ０１０４～ＯＬＩ０１０７、ＯＬＩ０１０９～Ｏ
ＬＩ０１１５およびＯＬＩ０１１８～ＯＬＩ０１２１からなる群から選択される少なくと
も１つの化合物を含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項６０】
前記媒介有害生物がトコジラミである、請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
前記トコジラミが前記組成物によって忌避される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６２】
前記組成物が少なくとも２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、
ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２９お
よびＯＬＩ０１０２からなる群から選択される、請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
前記トコジラミが前記組成物に誘引される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６４】
前記組成物が少なくとも２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、
ＯＬＩ０００７、ＯＬＩ０００８およびＯＬＩ００１０からなる群から選択される、請求
項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　媒介有害生物を殺す方法であって、前記媒介有害生物を請求項１に記載の組成物に曝露
することを含む方法。
【請求項６６】
前記組成物が、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０００３、ＯＬＩ０００５、ＯＬＩ０００６、Ｏ
ＬＩ００９、ＯＬＩ００１１～ＯＬＩ００１４、ＯＬＩ００１６、ＯＬＩ００１７、ＯＬ
Ｉ００１９、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２１、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬ
Ｉ００５２、ＯＬＩ００５９、ＯＬＩ００６５～ＯＬＩ００７７、ＯＬＩ００７９、ＯＬ
Ｉ００８４、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７および
ＯＬＩ０１００～ＯＬＩ０１１９からなる群から選択される１つまたは複数の殺生物剤を
含む、請求項６５に記載の方法。
【請求項６７】
前記１つまたは複数の殺生物剤が約０．２ｍｇ／ｍｌ～約２ｍｇ／ｍｌの濃度で存在する
、請求項６６に記載の方法。
【請求項６８】
前記１つまたは複数の殺生物剤が、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ
、ヌカカ、トコジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニおよびマダニのうちの少なくとも
１つに対する殺生物活性を含む、請求項６７に記載の方法。
【請求項６９】
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前記１つまたは複数の殺生物剤が約５０ｐｐｍ～約１５０ｐｐｍの濃度で存在する、請求
項６６に記載の方法。
【請求項７０】
前記１つまたは複数の殺生物剤が約０．１％～約０．５％の濃度で存在する、請求項６６
に記載の方法。
【請求項７１】
前記１つまたは複数の殺生物剤が、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０００３、ＯＬＩ０００５、
ＯＬＩ０００６、ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ０００９、ＯＬＩ００１１～ＯＬＩ００１４、
ＯＬＩ００１６、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００１９、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２４～
ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００５２、ＯＬＩ００５９、ＯＬＩ００６５～ＯＬＩ００７７、
ＯＬＩ００７９、ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６、
ＯＬＩ００９７、ＯＬＩ０１００～ＯＬＩ０１０２、ＯＬＩ０１０４～ＯＬＩ０１０７お
よびＯＬＩ０１０９～ＯＬＩ０１１９からなる群から選択される殺幼虫剤を含む、請求項
６９または７０に記載の方法。
【請求項７２】
前記殺幼虫剤が、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエまたはヌカカのう
ちの１つまたは複数からの幼虫に対する殺幼虫活性を含む、請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０１０２のうちの少なくとも１つを含むデバイス。
【請求項７４】
前記デバイスがパッチを含む、請求項７３に記載のデバイス。
【請求項７５】
前記パッチが、紙、プラスチック、金属、布帛、ワックス、高分子材料、ポリエチレン、
ポリプロピレン、ゴム、セルロース、シリコンゴムおよびセルロースベースの材料からな
る群から選択される１つまたは複数の材料で構成される、請求項７４に記載のデバイス。
【請求項７６】
前記パッチが約１ｃｍ２～約５ｃｍ２の面積を含む、請求項７５に記載のデバイス。
【請求項７７】
前記パッチが、円形、正方形、矩形、三角形および多角形からなる群から選択される形状
を含む、請求項７６に記載のデバイス。
【請求項７８】
前記パッチが接着剤を含む、請求項７７に記載のデバイス。
【請求項７９】
前記パッチの適用前に前記接着剤を保護するためのフィルムまたは紙の層を含む、請求項
７８に記載のデバイス。
【請求項８０】
前記パッチの形状が正方形であり、辺の長さがそれぞれ１．５ｃｍを含む、請求項７９に
記載のデバイス。
【請求項８１】
請求項７３、７７および８０のいずれか一項に記載のデバイスを含む、媒介有害生物の忌
避方法。
【請求項８２】
前記デバイスが被験体の皮膚、衣類または衣服に適用される、請求項８１に記載の方法。
【請求項８３】
前記デバイスが、ポケット、コンパートメント、カセット、ボックスまたはクリップから
なる群から選択されるホルダーの内部に配置されるか、あるいは前記ホルダーに取り付け
られる、請求項８１に記載の方法。
【請求項８４】
前記ホルダーが、ブレスレット、ネックレス、リストバンド、首輪、アームバンド、衣類
またはクリップ留め式デバイスからなる群から選択される付属デバイスを用いて被験体に
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取り付けられる、請求項８３に記載の方法。
【請求項８５】
前記付属デバイスが空気拡散器を含む、請求項８４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、昆虫誘引剤および忌避剤、ならびに蚊および他の吸血性有害生物などの媒介
有害生物の捕捉方法および／またはその行動パターンの変更方法の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　蚊が媒介する病気は毎年百万人を超える人々の死亡の原因である。マラリアはこのよう
な病気の１つであり、熱帯および亜熱帯地方において重要な健康問題を引き起こす。別の
世界的な致命的病気は、アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）によっ
て伝染されるデング熱ウイルスであり、主にラテンアメリカおよびアジアにおいて毎年１
億人の人々が感染する。また蚊が媒介する病気は米国においても増大している。１９９９
年にニューヨーク州で最初にヒト感染が報告されて以来、ウエストナイルウイルスは南方
および西方に着実に移動しており、現在米国本土の全ての州において検出が記録されてい
る。東部ウマ脳炎（ＥＥＥ）は蚊によって伝染される別のアルボウイルスであり、これも
、米国および中南米において人々に病気を引き起こしている。ＥＥＥの重篤な感染は発作
および昏睡を特徴とし、これらの患者の約半分が死に至る。従って、蚊および他の媒介有
害生物からヒトを保護するために、安全で効果的かつ手頃な価格の薬剤が世界中で必要と
されている。
【０００３】
　蚊集団を防除するための多数のこれまでの方法および現在実施されている方法は、ヒト
の健康にも環境の植物および動物種にも有害である化学物質に依存している。このような
化学物質の１つはＮ，Ｎ－ジエチル－メタ－トルアミド（ＤＥＥＴ）である。ＤＥＥＴは
、１９４６年に最初に軍によって使用された後、１９５７年に昆虫忌避剤として登録され
た。２２５を超えるＤＥＥＴ含有製品が皮膚および／または衣類における使用のために登
録されており、市場で最も広く利用される昆虫忌避剤となっている。残念ながら、ＤＥＥ
Ｔは哺乳類に健康被害をもたらし、筋肉制御に影響を与える酵素のアセチルコリンエステ
ラーゼを阻害することが示されている。ＤＥＥＴの導入以来、市場に参入した新規の化合
物はほとんどない。
【０００４】
　ＤＥＥＴ以後に導入された１つの化合物はペルメトリンである。ペルメトリンは、ニュ
ーロンの細胞膜を不安定化し、最終的に昆虫の死をもたらす殺虫性神経毒である。ペルメ
トリンの哺乳類毒性は低いが、眼または肺に接触すると害を及ぼし得る。また、水生動物
および水界生態系に対するペルメトリンの毒性は高い。これらの化学物質およびその防除
方法の有害な影響の認知度の高まりと共に、当該技術分野において、ヒトおよび環境に対
するリスクを最小限にして昆虫集団および昆虫行動を防除するための方法、化合物および
組成物を開発することが依然として必要とされている。
【０００５】
　メスの蚊は、主として呼気中の二酸化炭素（ＣＯ２）の放出を介して、餌となる脊椎動
物の血を追跡することが知られている（非特許文献１）。ＣＯ２は、双翅（Ｄｉｐｔｅｒ
ａ）目の全体にわたって高度に保存されるヘテロマーＣＯ２受容体タンパク質を発現する
蚊の小顎鬚内の特殊なニューロンにおいて感知される。電気生理学および行動アッセイを
用いる最近の研究により、特定の小分子はＣＯ２受容体を刺激または阻害し得ることが実
証された（非特許文献２）。ＣＯ２受容体を阻害するこのような分子は現在当該技術分野
において蚊の妨害剤（または忌避剤）として調査されているが、蚊のＣＯ２受容体活性を
刺激する分子は、昆虫の捕捉における使用のために魅力的な標的である。持続的な活性化
はＣＯ２受容体のシグナル伝達を飽和し、それにより、蚊がＣＯ２プルームを追跡できな
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くし得るので、ＣＯ２受容体活性の強力かつ持続的な活性化剤が忌避的な結果を伴って「
マスキング」効果を有し得ることも事実である。この状況では、ＣＯ２受容体活性化剤で
も、被験体（例えば、ヒト、ならびにウシ、ウマ、ネコ、イヌ、およびブタを含むがこれ
らに限定されない他の動物）およびその居住区域との接触を低減するための忌避剤である
と考えられるであろう。
【０００６】
　本発明は、ＣＯ２応答機構と直接相互作用をする化合物および組成物を提供する。これ
らの組成物は、その特異性および低毒性のために、蚊の防除における使用にとって望まし
い。本明細書に記載される化合物は、いくつかの天然産物と、これらの化合物の環境およ
びヒトの健康に対する害を少なくする可能性のある、構造的に類似の合成分子とを含む。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】ギリース（Ｇｉｌｌｉｅｓ）Ｍ．Ｔ．著、「蚊（双翅（Ｄｉｐｔｅｒａ
）目：クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））による宿主発見における二酸化炭素の役割（
Ｔｈｅ　ｒｏｌｅ　ｏｆ　ｃａｒｂｏｎ　ｄｉｏｘｉｄｅ　ｉｎ　ｈｏｓｔ－ｆｉｎｄｉ
ｎｇ　ｂｙ　ｍｏｓｑｕｉｔｏｅｓ（Ｄｉｐｔｅｒａ：Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））」、レビ
ュー、ブレティン・エントモロジー・リサーチ（ｒｅｖｉｅｗ．Ｂｕｌｌ．Ｅｎｔｏｍｏ
ｌｏｇｙ　Ｒｅｓ．）、１９８０年、第７０巻、ｐ．５２５～５３２
【非特許文献２】ターナー（Ｔｕｒｎｅｒ），Ｓ．Ｌ．ら著、「ＣＯ２感受性ニューロン
の超持続的な活性化が蚊を混乱させる（Ｕｌｔｒａ－ｐｒｏｌｏｎｇｅｄ　ａｃｔｉｖａ
ｔｉｏｎ　ｏｆ　ＣＯ２－ｓｅｎｓｉｎｇ　ｎｅｕｒｏｎｓ　ｄｉｓｏｒｉｅｎｔｓ　ｍ
ｏｓｑｕｉｔｏｅｓ）」、ネイチャー（Ｎａｔｕｒｅ）、２０１１年６月２日、第４７４
（７３４９）巻、ｐ．８７～９１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本明細書に記載される媒介有害生物のＣＯ２受容体活性を活性化および／また
は阻害する方法および組成物は、ヒトおよび環境に対するリスクを最小限にして、媒介有
害生物の改善された防除に対する長年の切実な必要性に対処するための解決策を示す。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　いくつかの実施形態では、本発明は、媒介有害生物の行動を変化または変更する化合物
および／または組成物を提供する。いくつかのこのような組成物は、化合物ＯＬＩ０００
１～ＯＬＩ０１２１のうちの少なくとも１つを含み得る。このような組成物は、化合物Ｏ
ＬＩ０００１～ＯＬＩ００１３からなる群から選択される化合物を含み得る。このような
化合物は、約０．０１％～約５％の濃度で存在し得る。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、本発明の組成物は２つの化合物の組み合わせを含むことがで
き、少なくとも１つの化合物は、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０００４、ＯＬＩ０００６～Ｏ
ＬＩ０００８、ＯＬＩ００１０、ＯＬＩ００１１、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００１５、Ｏ
ＬＩ００１７、ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００２０～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、Ｏ
ＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９
からなる群から選択される。このような組成物内の化合物は、約０．０１％～約５％の濃
度で存在し得る。場合によっては、少なくとも１つの化合物は、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ
００９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９からなる群から選択されるベータ活性化
剤である。いくつかの組成物は２つの化合物の組み合わせを含むことができ、各化合物は
独立して、ＯＬＩ０００６、ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ
００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ
００９６～ＯＬＩ０１００からなる群から選択される。このような組成物内の化合物は、
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約０．０１％～約５％の濃度で存在し得る。いくつかのこのような組成物は、ＯＬＩ００
２７およびＯＬＩ００９６～ＯＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つの
ベータ活性化剤を含み得る。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、組成物は、相乗的な化合物の組み合わせを含み得る。いくつ
かの組成物は、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、Ｏ
ＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００２９からなる群から選択される少なくと
も１つの化合物を含み得る。いくつかのこのような組成物は、ＯＬＩ００１９～ＯＬＩ０
０２１、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２６、ＯＬＩ００２８、ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ０
０９１、ＯＬＩ００９２およびＯＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つ
の他の化合物を含み得る。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、本発明の組成物は、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７０からな
る群から選択される化合物を含み得る。いくつかのこのような組成物は２つの化合物の組
み合わせを含むことができ、少なくとも１つの化合物は、ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００６
７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００８
９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０１０２からなる群
から選択される。このような組成物内のいくつかの化合物は、約０．０１％～約５％の濃
度で存在し得る。いくつかのこのような組成物は、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００８４およ
びＯＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つのベータ活性化剤を含み得る
。場合によっては、このような組成物は、相乗的な組み合わせを含み得る。場合によって
は、このような組成物は、ＯＬＩ００７６、ＯＬＩ００９３およびＯＬＩ０１０２からな
る群から選択される少なくとも１つの環境に優しい化合物を含み得る。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、本発明の組成物は３つの化合物の組み合わせを含むことがで
き、各化合物は、ＯＬＩ００６８、ＯＬＩ００７１、ＯＬＩ００７２、ＯＬＩ００７４、
ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０１０２からなる群から
個々に選択される。このような組成物は、ＯＬＩ００７６、ＯＬＩ００９３およびＯＬＩ
０１０２からなる群から選択される少なくとも１つの環境に優しい化合物を含み得る。こ
のような組成物は、ＯＬＩ００７４およびＯＬＩ０１００からなる群から選択される少な
くとも１つのベータ活性化剤を含み得る。いくつかの組成物は、ＯＬＩ００７１、ＯＬＩ
００９３およびＯＬＩ０１０２からなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含む
相乗的な組み合わせを含み得る。このような組成物は、ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００７２
～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００８９
、ＯＬＩ００９５およびＯＬＩ０１００からなる群から選択される少なくとも１つの他の
化合物を含み得る。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、本発明は媒介有害生物の行動を変更する方法を提供しており
、前記媒介有害生物を本発明の組成物に曝露することを含む。いくつかのこのような方法
は、前記媒介有害生物におけるＣＯ２応答性ニューロン活性および／またはＣＯ２受容体
活性の増大を含み得る。いくつかのこのような方法では、媒介有害生物は、飛行性の双翅
類（ｆｌｙｉｎｇ　ｄｉｐｔｅｒａｎ）、蚊、スナバエ、ブユ（ｂｌａｃｋ　ｆｌｙ）、
ツェツェバエ、ヌカカ（ｂｉｔｉｎｇ　ｍｉｄｇｅ）、トコジラミ、サシガメ（ａｓｓａ
ｓｓｉｎ　ｂｕｇ）、ノミ、シラミ、ダニおよび／またはマダニである。いくつかのこの
ような方法の組成物は、化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ００１３からなる群から選択され
る化合物を含む。他の方法の組成物は２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つ
の化合物は、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０００４、ＯＬＩ０００６～ＯＬＩ０００８、ＯＬ
Ｉ００１０、ＯＬＩ００１１、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００１７、ＯＬ
Ｉ００１８、ＯＬＩ００２０～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬ
Ｉ００２７、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９からなる群から選択
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される。いくつかのこのような化合物の濃度は約０．５％～約５％であり得る。
【００１５】
　いくつかの方法によると、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複
数のメンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ア
エデス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄ
ｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａ
ｍｂｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐ
ｅｓ）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複
数のメンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、ビロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏ
ｒｉｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）
属の１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィ
ンクェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス
・モレストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃ
ｕｌｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅ
ｘ　ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）
属の１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つま
たは複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、ガリンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグ
ス（Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚ
ｍａｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数の
メンバー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、キミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバ
ー、マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数の
メンバー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス
（Ｏｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏ
ｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の
１つまたは複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数の
メンバー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニア
ナ（Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ
）属の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラ
ノタエニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ
（Ｖｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つ
または複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ）属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、
グロシナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリ
ディペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
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ｆｕｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ
）、グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・
ロンギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコル
ム（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎ
ａｓｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆ
ｕｓｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖ
ｅｒｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロ
シナ・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・
ヴァンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ
（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・
パルリケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ
・パルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅ
ａｄｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　
ｐａｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａ
ｌｐａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ
（Ｃｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ
）属の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ
　ｓｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎ
ｏｐｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐ
ｔｏｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅ
ｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ
（Ｆｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定され
ない）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄ
ａｍｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シム
リウム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリ
クム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍ
ｕｌｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
　ｃｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐ
ｒｕｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔ
ｉｃａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ
（ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロン
ギパルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、
およびフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボ
トムス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されな
い）を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される飛行性の双翅類が影
響され得る。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、２つの化合物の組み合わせを含む組成物の
使用を含むことができ、各化合物は独立して、ＯＬＩ０００６、ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ
００１３～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００６３、ＯＬＩ
００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６～ＯＬＩ０１００からなる群から選択される
。いくつかのこのような方法は、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ、
ヌカカ、トコジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニまたはマダニを含み得る媒介有害生
物の防除において使用され得る。飛行性の双翅類は、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄ
ａｅ））の１つまたは複数のメンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、アエデス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス
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・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａ
ｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅ
ｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒ
ｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、ビロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（
Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕ
ｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメ
ンバー（クレクス・クィンクェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃ
ｉａｔｕｓ）、クレクス・モレストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・
アンヌリロストリス（Ｃｕｌｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウ
ストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセ
タ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃ
ｅｒｉｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏ
ｄｉｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、ガリンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数
のメンバー、ハエマゴグス（Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘ
イズマンニア（Ｈｅｉｚｍａｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈ
ｏｄｇｅｓｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、キミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマト
ゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マ
ンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍ
ａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数の
メンバー、オピフェクス（Ｏｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミ
ヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓ
ｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つまたは複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、シャンノニアナ（Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、
トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏ
ｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉ
ｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまた
は複数のメンバー、ウラノタエニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメ
ンバー、ヴェルラルリナ（Ｖｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィ
エオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇ
ｎｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グ
ロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロシナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎ
ｓ）、グロシナ・パルリディペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシ
ナ・スウィンネルトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フス
カ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリ
ス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇ
ｔｏｎｉ）、グロシナ・ロンギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）
、グロシナ・メディコルム（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ
（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓ
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ｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓ
ｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロ
シナ・カリギネア（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・
フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フ
スキペス・マルティニイ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、
グロシナ・パルリケラ・パルリケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌ
ｉｃｅｒａ）、グロシナ・パルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉ
ｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノ
イデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない
）と、ケラトポゴニダエ（Ｃｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス
（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス
（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノ
プス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アル
ビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノ
プス・トルレンス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）
、およびフォルキポミヤ（Ｆｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含
むが、これらに限定されない）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シ
ムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）
、シムリウム・メタルリクム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム
・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケ
ンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉ
ｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定
されない）と、スナバエ（ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー（ルツォミヤ・ロンギパルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を
含むが限定されない）、およびフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは
複数のメンバー（フレボトムス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓ
ｉ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択さ
れ得る。いくつかのこのような方法によると、化合物は、約０．５％～約５％の濃度で存
在し得る。いくつかの方法によると、組成物は、相乗的な化合物の組み合わせを含み得る
。このような相乗的な組み合わせは、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００２２
、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００２９からなる群か
ら選択され得る。他の相乗的な方法によると、少なくとも１つの他の化合物は、ＯＬＩ０
０１９～ＯＬＩ００２１、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２６、ＯＬＩ００２８、ＯＬＩ０
０６３、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２およびＯＬＩ０１００からなる群から選択され
得る。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は媒介有害生物の行動変更を含むことができ、
前記媒介有害生物におけるＣＯ２応答性ニューロン活性および／またはＣＯ２受容体活性
の低下を含む。いくつかのこのような方法は、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７０からなる
群から化合物が選択される組成物の使用を含み得る。いくつかのこのような方法によると
、媒介有害生物は、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数のメン
バー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデス（
Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａ
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ｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａ
ｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ）を
含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数のメン
バー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビロネ
ルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉｃｈ
ｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つまた
は複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の１つ
または複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンクェフ
ァスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モレス
トゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌｅｘ
　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　ａｕ
ｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の１つ
または複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまたは複
数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは複数
のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガリン
ドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（Ｈａ
ｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａｎｎ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つまたは
複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キミア
（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の１つ
または複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マラ
ヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏｐｉ
ｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つまた
は複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（Ｓｈ
ａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属の１
つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタエニ
ア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖｅｒ
ｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまたは複
数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）属の
ツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロシナ
・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディペス
（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃ
ｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、グロ
シナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロンギペ
ンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓｈｉ
）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ
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　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒｉｎ
ｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ・タ
バニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァンホ
オフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓｓｉ
ｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇｌｏ
ｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パルリケ
ラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パルリ
ケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄｉ）
、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａｌｐ
ａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌ
ｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａ
ｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃｅｒ
ａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属の１
つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｏｎ
ｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ）
属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏｃｏ
ｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔｏｃ
ｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆｏｒ
ｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と
、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ）属
の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍｎｏ
ｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウム・
カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム（Ｓ
ｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌｉｕ
ｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃｏｌ
ｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕｉｎ
ｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃａｔ
ｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ルツォ
ミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパルピ
ス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およびフ
レボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトムス・
パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）を含
むが、これらに限定されない）とからなる群から選択され得る。
【００１８】
　いくつかの方法は、組成物が２つの化合物の組み合わせを含む組成物の使用を含むこと
ができ、少なくとも１つの化合物は、ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７８
、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００８９、ＯＬＩ００９３
、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０１０２からなる群から選択される。場
合によっては、少なくとも１つの化合物の濃度は、約０．０１％～約５％であり得る。場
合によっては、媒介有害生物は、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまた
は複数のメンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー
、アエデス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａ
ｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　
ｇａｍｂｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌ
ｉｐｅｓ）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまた
は複数のメンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ビロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（
Ｂｏｒｉｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）
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属の１つまたは複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉ
ａ）属の１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・
クィンクェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレ
クス・モレストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス
（Ｃｕｌｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕ
ｌｅｘ　ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔ
ａ）属の１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１
つまたは複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、ガリンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマ
ゴグス（Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅ
ｉｚｍａｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属
の１つまたは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複
数のメンバー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、キミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕ
ｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメ
ンバー、マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓ
ｏｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複
数のメンバー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェ
クス（Ｏｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏ
ｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）
属の１つまたは複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複
数のメンバー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノ
ニアナ（Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏ
ｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉ
ｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐ
ｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）
属の１つまたは複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、
ウラノタエニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラル
リナ（Ｖｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏ
ｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の
１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ）属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ
）、グロシナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パ
ルリディペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルト
ニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏ
ｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎ
ａ　ｆｕｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉ
ｌｉ）、グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシ
ナ・ロンギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディ
コルム（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ
　ｎａｓｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒ
ｏｆｕｓｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓ
ｅｖｅｒｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、
グロシナ・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシ
ナ・ヴァンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏ
ｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティ
ニイ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケ
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ラ・パルリケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロ
シナ・パルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓ
ｔｅａｄｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉ
ｓ　ｐａｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｐａｌｐａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニ
ダエ（Ｃｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄ
ｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄ
ｅｓ　ｓｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃ
ｏｎｏｐｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌ
ｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（
Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポ
ミヤ（Ｆｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定
されない）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕ
ｌｉｕｍ）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
　ｄａｍｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、
シムリウム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタ
ルリクム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓ
ｉｍｕｌｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ　ｃｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
　ｐｒｕｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏ
ｓｔｉｃａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナ
バエ（ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・
ロンギパルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない
）、およびフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フ
レボトムス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定さ
れない）を含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される飛行性の双翅類
である。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、３つの化合物の組み合わせを含む組成物を
含むことができ、各化合物は、ＯＬＩ００６８、ＯＬＩ００７１、ＯＬＩ００７２、ＯＬ
Ｉ００７４、ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０１０２か
らなる群から個々に選択される。このような組成物内の化合物は、約０．０１％～約５％
の濃度で存在し得る。いくつかの実施形態では、このような方法は飛行性の双翅類の行動
を変更するために使用されてもよく、ここで、飛行性の双翅類は、蚊科（クリキダエ（Ｃ
ｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数のメンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ
）属の１つまたは複数のメンバー、アエデス（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバ
ー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、
アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガ
ンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（
Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ）を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａ
ｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまた
は複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉｃｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー
、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、コクイルレトティディ
ア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌ
ｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンクェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑ
ｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モレストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）
、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびク
レクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されな
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い）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の１つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（
Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒ
ｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガリンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数の
メンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａｎｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホ
ドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓ
ｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎ
ｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キミア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメン
バー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔ
ｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数の
メンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエ
ルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉ
ｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つ
または複数のメンバー、オピフェクス（Ｏｐｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、
オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロ
フォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つまたは複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃ
ｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つ
または複数のメンバー、シャンノニアナ（Ｓｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数
のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、トキソリン
キテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソ
ポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデ
ス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）
属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタエニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖｅｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメ
ンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミ
ヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定され
ない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロシナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏ
ｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅ
ｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グ
ロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フ
スキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ
（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　
ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロンギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐ
ｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グ
ロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフス
カ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セ
ヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓ
ｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａ
ｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏ
ｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・
フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、
グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔ
ｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パルリケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒ
ａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ
　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガン
ビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロ
シナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに



(30) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

50

限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（
クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・
ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｏｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）
、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコ
ノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およ
びレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限
定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数の
メンバーを含むが、これらに限定されない）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）
科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ）属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム
・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉ
ｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌ
ｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）
、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・
コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・
プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカ
トゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、
これらに限定されない）と、スナバエ（ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまた
は複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａ
ｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、およびフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属
の１つまたは複数のメンバー（フレボトムス・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐ
ａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）とからなる
群から選択される。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、トコジラミの行動を変更するために使用さ
れ得る。このような方法は、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ００１２、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ
００２２、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００５２、ＯＬＩ００５９、ＯＬＩ
００６３、ＯＬＩ００６５～ＯＬＩ００７２、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００７６～ＯＬＩ
００７９、ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００９１～ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５～ＯＬＩ
００９７、ＯＬＩ００９９～ＯＬＩ０１０２、ＯＬＩ０１０４～ＯＬＩ０１０７、ＯＬＩ
０１０９～ＯＬＩ０１１５およびＯＬＩ０１１８～ＯＬＩ０１２１からなる群から選択さ
れる少なくとも１つの化合物の使用を含み得る。場合によっては、トコジラミは、このよ
うな組成物によって忌避される。いくつかの実施形態では、トコジラミの忌避組成物は、
ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２９お
よびＯＬＩ０１０２からなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含み得る。他の
方法によると、組成物は、トコジラミを誘引するために使用され得る。このような方法に
従う誘引組成物は、少なくとも２つの化合物の組み合わせを含むことができ、少なくとも
１つの化合物は、ＯＬＩ０００７、ＯＬＩ０００８およびＯＬＩ００１０からなる群から
選択される。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は１つまたは複数の媒介有害生物に対して殺生
物性であることができ、本発明の１つまたは複数の組成物の使用を含み得る。このような
方法は、ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０００３、ＯＬＩ０００５、ＯＬＩ０００６、ＯＬＩ０
０９、ＯＬＩ００１１～ＯＬＩ００１４、ＯＬＩ００１６、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００
１９、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２１、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００
５２、ＯＬＩ００５９、ＯＬＩ００６５～ＯＬＩ００７７、ＯＬＩ００７９、ＯＬＩ００
８４、ＯＬＩ００９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ
０１００～ＯＬＩ０１１９からなる群から選択される１つまたは複数の殺生物剤を含む組
成物の使用を含み得る。このような組成物は、約０．２ｍｇ／ｍｌ～約２ｍｇ／ｍｌの濃
度の殺生物剤を含み得る。このような殺生物剤は、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ
、ツェツェバエ、ヌカカ、トコジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニおよび／またはマ



(31) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

50

ダニのうちの１つまたは複数に影響を与え得る。いくつかの実施形態では、殺生物剤は、
約５０ｐｐｍ～約１５０ｐｐｍの濃度で存在する。他の組成物では、殺生物剤は、約０．
１％～約０．５％の濃度で存在し得る。他の実施形態では、このような方法は、ＯＬＩ０
００１～ＯＬＩ０００３、ＯＬＩ０００５、ＯＬＩ０００６、ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ０
００９、ＯＬＩ００１１～ＯＬＩ００１４、ＯＬＩ００１６、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ０
０１９、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２４～ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００５２、ＯＬＩ０
０５９、ＯＬＩ００６５～ＯＬＩ００７７、ＯＬＩ００７９、ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ０
０９１、ＯＬＩ００９２、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７、ＯＬＩ０１００～ＯＬＩ０
１０２、ＯＬＩ０１０４～ＯＬＩ０１０７およびＯＬＩ０１０９～ＯＬＩ０１１９からな
る群から選択される１つまたは複数の殺幼虫剤を含む組成物を含む。このような殺幼虫剤
は、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエまたはヌカカのうちの１つまた
は複数からの幼虫に対する殺幼虫活性を含み得る。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、本発明は、化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０１０２のうちの
少なくとも１つを含むデバイスを提供する。いくつかのこのようなデバイスはパッチを含
み得る。このようなパッチは、紙、プラスチック、金属、布帛、ワックス、高分子材料、
ポリエチレン、ポリプロピレン、ゴム、セルロース、シリコンゴムおよびセルロースベー
スの材料からなる群から選択される１つまたは複数の材料を含み得る。場合によっては、
パッチは、約１ｃｍ２～約５ｃｍ２の面積を含み得る。いくつかのパッチは、円形、正方
形、矩形、三角形および多角形からなる群から選択される形状を含み得る。場合によって
は、パッチは接着剤を含み得る。いくつかのパッチは、前記パッチの適用前に前記接着剤
を保護するためのフィルムまたは紙の層を含み得る。いくつかのパッチの形状は正方形で
あり、辺の長さはそれぞれ１．５ｃｍを含み得る。いくつかのパッチは被験体の皮膚、衣
類または衣服に適用され得る。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、本発明のデバイスは、ポケット、コンパートメント、カセッ
ト、ボックスまたはクリップからなる群から選択されるホルダーの内部に配置されてもよ
いし、あるいはホルダーに取り付けられてもよい。このようなホルダーは、ブレスレット
、ネックレス、リストバンド、首輪、アームバンド、衣類品またはクリップ留め式デバイ
スからなる群から選択される付属デバイスを用いて被験体に取り付けられてもよい。いく
つかの実施形態では、付属デバイスは空気拡散器を含み得る。
【００２４】
　上記および他の目的、特徴および利点は、添付図面に示されるように、本発明の特定の
実施形態の以下の説明から明らかになるであろう。図面は必ずしも一定の縮尺ではなく、
代わりに、本発明の種々の実施形態の原理の説明が強調されている。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】活性化剤および阻害剤および対照の間の比較を説明する、電気生理学追跡である
。応答は、隣接するヒストグラムにおいてスパイク／秒として定量化される。図面は、電
気生理学を用いて、試験化学物質の溶媒であるパラフィン油による二酸化炭素受容体の基
礎活性（上部パネル）を、１％濃度の阻害剤２－メトキシ－３－メチルピリジン（中央パ
ネル）、および活性化剤２，４－ルチジン（下部パネル）と比較して説明する。２－メト
キシ－３－メチルピリジンは香料の使用が認可されており、「ナッツ」臭を有する。２，
４－ルチジンは「グリーン」臭を有し、化粧品香料の使用が認可されており、フレーバー
・アンド・エキストラクト・マニュファクチャラーズ・アソシエーション（Ｆｌａｖｏｒ
　ａｎｄ　Ｅｘｔｒａｃｔ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｒｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（Ｆ
ＥＭＡ）によってＧＲＡＳ化合物（一般に安全と認められる（Ｇｅｎｅｒａｌｌｙ　Ｒｅ
ｃｏｇｎｉｚｅｄ　Ａｓ　Ｓａｆｅ））に挙げられている。
【図２】着地（ｌａｎｄｉｎｇ）アッセイから得られるデータのヒストグラムである。着
地アッセイは、アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）の誘惑物を同定
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するように設計される。ヒストグラムのデータは、化合物シクロペンタノンおよび２－ペ
ンタノンが対照と比較して誘惑物の機能を果たすことを示す。２－エチルピラジンはＣＯ

２受容体の活性化剤であり、このアッセイにおいて忌避剤としての機能を果たすことがで
きる。
【図３】ネットスフェア（ｎｅｔｓｐｈｅｒｅ）アッセイから得られるデータのヒストグ
ラムである。「ネットスフェアアッセイ」は、本明細書で使用される場合、広域で誘惑物
または忌避剤の役割を果たすことができる化合物を同定するために使用されるセミフィー
ルド痕跡アッセイである。ヒストグラムは、誘惑物であることが既に示されており、広域
にわたって蚊を誘引するように作用することができる化合物シクロペンタノンおよび２－
ペンタノンを用いるサンプリングを示す。対照は、陽性対照の二酸化炭素および忌避剤化
合物２，４－ルチジンを包含した。この実験は、アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　
ａｅｇｙｐｔｉ）蚊を用いて実施した。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　媒介有害生物がヒトの状態に多大な影響を与えることを考えれば、これらの種が動物種
、特にヒトおよび家畜における疾患の伝染に与える悪影響を最小限にするための組成物お
よび方法を開発することは非常に興味深く、かつ不可避である。
【００２７】
　動物、特にヒトに対して有益であるように媒介有害生物の行動を変更する化合物の組成
物（医薬組成物を含む）、ならびにその化合物の設計、調製および製造のための方法が本
明細書において記載される。このような行動の変更は、媒介有害生物を多数の形態の本発
明の化合物または組成物に曝露した結果であり得る。本明細書で使用される場合、「曝露
」という用語は、媒介有害生物による化合物または組成物の感知を可能にするような形で
、そしてそのために媒介有害生物に十分に近接して、化合物または組成物を物体、表面、
区域、または領域に適用することを指す。結果として生じる行動の変更は、ヒトまたはヒ
トの居住地から離れた場所への誘引剤の形の化合物または組成物によって誘発されてもよ
いし、あるいは忌避剤の形の化合物または組成物によって誘発され、その結果、有害生物
が人間またはその居住地へ向かってくることが阻止されてもよい。また、応答を飽和する
濃度の受容体活性化剤の使用によって誘発されてもよく、最終結果は受容体の感知のマス
キングをもたらす。従って、活性化化合物も媒介有害生物の忌避剤になり得る。本明細書
で使用される場合、「誘引剤」は、１つまたは複数の有害生物を誘引することができる任
意の化合物、組成物または組み合わせであり、「忌避剤」は、１つまたは複数の有害生物
を忌避または阻止することができる任意の化合物、組成物または組み合わせである。誘引
剤は、トラップの中の餌または誘惑物として使用され得る。本明細書で使用される場合、
「餌」または「誘惑物」は、１つまたは複数の有害生物をトラップに誘引することができ
る任意の化合物、組成物、組み合わせ、物体または化学処理された物体である。方向性に
関係なく、本発明の目的は、有害生物、特に媒介有害生物によって引き起こされるヒト（
または動物）の健康に対する有害な影響を改善、低減、または排除する化合物、組成物お
よび方法を提供することである。従って、本発明の化合物、組成物および／または組み合
わせは、個人、個人群または大集団において媒介生物が運ぶ病気の予防のため、そして前
記病気の蔓延の防止のために有用である。前記病気には、マラリア、デング熱、黄熱病、
睡眠病、ウエストナイルウイルス、東部ウマ脳炎、河川盲目症、リンパ管フィラリア症、
リーシュマニア症、流行性多発関節炎、オーストラリア脳炎などが含まれるが、これらに
限定されない。
【００２８】
　本明細書で使用される場合、「有害生物」は、ヒトまたは他の動物に対して害、刺激、
不快感または全体的な苛立ちを引き起こすいくつかの種のうちのいずれか１つを指す。「
媒介有害生物」は、保有者から宿主へウイルス、細菌、原生動物または他の病原体を媒介
および／または伝染させることができる生命体である。
【００２９】
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　ほとんどの媒介有害生物は節足動物の昆虫であり、吸血性であり得る。有害生物または
媒介有害生物は、刺咬性の昆虫も含み得る。半翅（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）目の媒介有害生
物は、トリアトミナエ（Ｔｒｉａｔｏｍｉｎａｅ）亜科のサシガメ（メラノレステス（Ｍ
ｅｌａｎｏｌｅｓｔｅｓ）属、プラチメリス（Ｐｌａｔｙｍｅｒｉｓ）属、プセルリオプ
ス（Ｐｓｅｌｌｉｏｐｕｓ）属、ラサフス（Ｒａｓａｈｕｓ）属、レドゥヴィウス（Ｒｅ
ｄｕｖｉｕｓ）属、シネア（Ｓｉｎｅａ）属、トリアトマ（Ｔｒｉａｔｏｍａ）属、およ
びゼルス（Ｚｅｌｕｓ）属のメンバーを含むが限定されない）と、キメクス（Ｃｉｍｅｘ
）属のトコジラミ（キメクス・レクトゥラリウス（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ
）を含むが限定されない）とを含み得るが、これらに限定されない。隠翅（Ｓｉｐｈｏｎ
ａｐｔｅｒａ）目のノミである媒介有害生物は、クテノケファリデス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐ
ｈａｌｉｄｅｓ）属（クテノケファリデス・フェリス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ
　ｆｅｌｉｓ）およびクテノケファリデス・カニス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　
ｃａｎｉｓ）を含むが限定されない）、プレクス（Ｐｕｌｅｘ）属（プレクス・イルリタ
ンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）を含むが限定されない）、ダシプシルルス（Ｄａ
ｓｙｐｓｙｌｌｕｓ）属、ノソプシルルス（Ｎｏｓｏｐｓｙｌｌｕｓ）属およびキセノプ
シルラ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ）属のメンバーを含み得るが、これらに限定されない。マ
ダニ（Ｉｘｏｄｉｄａ）目である媒介有害生物は、ヌタルリエルリダエ（Ｎｕｔｔａｌｌ
ｉｅｌｌｉｄａｅ）科（ヌタルリエルラ・ナマクァ（Ｎｕｔｔａｌｌｉｅｌｌａ　ｎａｍ
ａｑｕａ）を含む）、イクソディアエ（Ｉｘｏｄｉｄａｅ）科（イクソデス・スカプラリ
ス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｃａｐｕｌａｒｉｓ）、イクソデス・ホロキュクルス（Ｉｘｏｄｅ
ｓ　ｈｏｌｏｃｙｃｌｕｓ）、イクソデス・ヘクサゴヌス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｅｘａｇｏ
ｎｕｓ）、イクソデス・パキフィクス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｐａｃｉｆｉｃｕｓ）、イクソデ
ス・リキヌス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｒｉｃｉｎｕｓ）およびイクソデス・ウリアエ（Ｉｘｏｄ
ｅｓ　ｕｒｉａｅ）を含むが限定されない）、およびアルガシダエ（Ａｒｇａｓｉｄａｅ
）科のマダニを含み得るが、これらに限定されない。シラミ（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ
）目のシラミである媒介有害生物は、ペディクルス（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ）属のメンバー
（ペディクルス・フマヌス・カピティス（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐ
ｉｔｉｓ）およびペディクルス・フマヌス・フマヌス（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎ
ｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ）を含むが限定されない）と、プチルス（Ｐｔｈｉｒｕｓ）属のメ
ンバー（プチルス・プビス（Ｐｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）を含むが限定されない）とを
含み得るが、これらに限定されない。飛行性の双翅類（「飛行性の双翅類」という用語は
、本明細書で使用される場合、飛行することができる双翅（Ｄｉｐｔｅｒａ）目の任意の
メンバーを指す）を含む双翅（Ｄｉｐｔｅｒａ）目である媒介有害生物は、蚊科（クリキ
ダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））のメンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属のメ
ンバー、アエデス（Ａｅｄｅｓ）属のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　
ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属のメ
ンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）およびアノ
フェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ）を含むが限定され
ない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属のメンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒ
ａｋｉｔｉａ）属のメンバー、ビロネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属のメンバー、ボリキ
ンダ（Ｂｏｒｉｃｈｉｎｄａ）属のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属のメンバ
ー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属のメンバー、クレクス
（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンクェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑ
ｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モレストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓ
ｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌｅｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）
およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　ａｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限
定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎ
ｏｃｅｒｉｔｅｓ）属のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）
属のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属のメンバー、ガリンドミヤ（Ｇａｌ
ｉｎｄｏｍｙｉａ）属のメンバー、ハエマゴグス（Ｈａｅｍａｇｏｇｕｓ）属のメンバー
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、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａｎｎｉａ）属のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉ
ａ）属のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属のメンバー、ヨンベルキニ
ア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属のメンバー、キミア（Ｋｉｍｉａ）属のメンバー、リ
マトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属のメンバー、マ
ラヤ（Ｍａｌａｙａ）属のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ）属のメンバー、マ
オリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙ
ｉａ）属のメンバー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属のメンバー、オピフェクス（Ｏｐ
ｉｆｅｘ）属のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙｉａ）属のメンバー
、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙ
ｉａ）属のメンバー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属のメンバー、シャンノニアナ（Ｓ
ｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ）属のメンバー、ト
キソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）属のメンバー、トリコプロソポン（Ｔ
ｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ）属のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属のメンバー、ウラノタエニア（Ｕｒａｎｏ
ｔａｅｎｉａ）属のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖｅｒｒａｌｌｉｎａ）属のメンバー、
ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ）属のメンバーおよびゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙ
ｉａ）属のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ
）属のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グ
ロシナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリデ
ィペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉ
ｎａ　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆ
ｕｓｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）
、グロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロ
ンギペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム
（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａ
ｓｈｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕ
ｓｃａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅ
ｒｉｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシ
ナ・タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴ
ァンホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏ
ｓｓｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉ
ｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パ
ルリケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・
パルリケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａ
ｄｉ）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐ
ａｌｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌ
ｐａｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ
　ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（
Ｃｅｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）
属のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｏｎｏｒｅｎｓ
ｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ）属のメンバ
ー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔ
ｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ
）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆｏｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属のメン
バーを含むが、これらに限定されない）と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科の
ブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ）属のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍ
ｕｌｉｕｍ　ｄａｍｎｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａ
ｖｅｉ）、シムリウム・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリ
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ウム・メタルリクム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラ
ケウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓ
ｉｍｕｌｉｕｍ　ｃｏｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍ
ｕｌｉｕｍ　ｐｒｕｉｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ　ｐｏｓｔｉｃａｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない
）と、スナバエ（ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属のメンバー（ルツォミヤ・ロンギ
パルピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、お
よびフレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属のメンバー（フレボトムス・パパタスィ
（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）を含むが、これ
らに限定されない）とを含み得るが、これらに限定されない。
【００３０】
　二酸化炭素（ＣＯ２）応答または活性のターゲティング
　本発明は、ＣＯ２応答性ニューロン活性を活性化、飽和および／または阻害するために
有用な化合物および組成物を提供し、その受容体は、媒介有害生物の異なる種にわたって
保存され、触覚または小顎鬚においてニューロンにより発現される。本明細書で使用され
る場合、「ＣＯ２受容体」は、ＣＯ２またはＣＯ２レベルの変化に感知、結合、あるいは
他の形で応答することができる受容体または他の細胞タンパク質である。「ＣＯ２応答性
ニューロン」は、ＣＯ２を直接感知することができるニューロンであるか、あるいはＣＯ

２レベルの変化に応答することができるニューロンであり、活性はこれらのレベルと相関
する。
【００３１】
　本明細書で使用される場合、「ニューロン活性」は、電気生理学的方法を用いて検出す
ることができる細胞インパルスを指す。
　一実施形態では、開示される化合物および組成物は、ＣＯ２応答性ニューロンの活性化
剤である。本明細書で使用される場合、「活性化剤」は、ＣＯ２応答性ニューロンにおけ
るニューロン活性を刺激することができる任意の化合物、組成物または組み合わせである
。活性化剤は、媒介有害生物の行動を様々な点で変更することができ、従って、用途に応
じて誘引剤または阻害剤の機能を果たし得る。
【００３２】
　１秒当たりのスパイク数（ｓｐｋ／秒）で測定される活性化は、約２０～３００スパイ
ク／秒（ｓｐｋ／秒）、約２０～２００ｓｐｋ／秒、約２０～１００ｓｐｋ／秒、約２０
～８０ｓｐｋ／秒、約２０～６０ｓｐｋ／秒、約２０～４０ｓｐｋ／秒、約４０～３００
ｓｐｋ／秒、約４０～２００ｓｐｋ／秒、約４０～１００ｓｐｋ／秒、約４０～８０ｓｐ
ｋ／秒、約４０～６０ｓｐｋ／秒、約６０～３００ｓｐｋ／秒、約６０～２００ｓｐｋ／
秒、約６０～１００ｓｐｋ／秒、約６０～８０ｓｐｋ／秒、約１００～３００ｓｐｋ／秒
または約１００～２００ｓｐｋ／秒の差で活性に反映され得る。「スパイク」は、細胞外
単一感覚子の電気生理学によって記録されるようなニューロン活性のインパルスを指す。
【００３３】
　本発明の活性化剤は、穏やか、中程度、強力および非常に強力に分類される。「穏やか
な活性化剤」は、ＣＯ２応答性ニューロンを直接活性化して、ニューロンのベースライン
活性を２０～４０ｓｐｋ／秒上回るスパイク速度をもたらすことができる化合物、組成物
または組み合わせである。「中程度の活性化剤」は、ＣＯ２応答性ニューロンを直接活性
化して、ニューロンのベースライン活性を４０～６０ｓｐｋ／秒上回るスパイク速度をも
たらすことができる化合物、組成物または組み合わせである。「強力な活性化剤」は、Ｃ
Ｏ２応答性ニューロンを直接活性化して、ニューロンのベースライン活性を６０～１００
ｓｐｋ／秒上回るスパイク速度をもたらすことができる化合物、組成物または組み合わせ
である。「非常に強力な活性化剤」は、ＣＯ２応答性ニューロンを直接活性化して、ニュ
ーロンのベースライン活性を１００ｓｐｋ／秒を超えて上回るスパイク速度をもたらすこ
とができる化合物、組成物または組み合わせである。忌避応答を生じさせるために活性化
剤が飽和濃度で送達される場合、これらの化合物、組成物または組み合わせは「マスキン
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グ」剤と称される。従って、マスキング剤は、忌避剤または妨害剤と呼ぶこともできる。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、本発明の活性化剤化合物は、表１に記載されるもののいずれ
かを含むことができる。
【００３５】
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【００３６】
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【表１－２】

　一実施形態では、開示される化合物および組成物はＣＯ２応答性ニューロンの阻害剤で
ある。本明細書で使用される場合、「阻害剤」は、ＣＯ２応答性ニューロンにおけるニュ
ーロン活性を低下させることができる任意の化合物、組成物または組み合わせである。阻
害剤は有害生物の行動を様々な点で変更することができ、従って、用途に応じて有害生物
の誘引剤または忌避剤の機能を果たし得る。
【００３７】
　活性の相対的な低下として測定される阻害は、約２０～１００％、約２０～８０％、約
２０～６０％、約２０～４０％、約４０～１００％、約４０～８０％、約４０～６０％、
約６０～１００％または約６０～８０％の活性の低下に反映され得る。
【００３８】
　本発明の阻害剤は、穏やか、中程度および強力な阻害剤に分類される。「穏やかな阻害
剤」は、化合物、ＣＯ２応答性ニューロン活性を直接阻害して、ニューロンのベースライ
ン活性と比較してニューロン活性の２０～４０％の低下をもたらすことができる化合物、
組成物または組み合わせである。「中程度の阻害剤」は、ＣＯ２応答性ニューロン活性を
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直接阻害して、ニューロンのベースライン活性と比較してニューロン活性の４０～６０％
の低下をもたらすことができる化合物、組成物または組み合わせである。「強力な阻害剤
」は、ＣＯ２応答性ニューロン活性を直接阻害して、ニューロンのベースライン活性と比
較してニューロン活性の６０％を超える低下をもたらすことができる化合物、組成物また
は組み合わせである。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、本発明の阻害剤化合物は、表２に記載されるもののいずれか
を含み得るが、これらに限定されない。
【００４０】
【表２】

　ベータ活性化剤
　蚊の小顎鬚には３つのタイプのＣＯ２応答性ニューロンが存在する。これらには、ｃｐ
Ａ、ｃｐＢおよびｃｐＣニューロンが含まれる。ｃｐＡニューロンからの活性は電気生理
学的なアッセイの間に最大振幅のスパイクを生じるが、この領域に存在するｃｐＢおよび
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ｃｐＣニューロンは皮膚の臭気に応答性である（ルー（Ｌｕ），Ｔ．ら著、「マラリア媒
介生物の蚊アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）の小顎鬚
における臭気コーディング（Ｏｄｏｒ　ｃｏｄｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｍａｘｉｌｌａｒ
ｙ　ｐａｌｐ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍａｌａｒｉａ　ｖｅｃｔｏｒ　ｍｏｓｑｕｉｔｏ　Ａｎ
ｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）」、カレント・バイオロジー（Ｃｕｒｒ　Ｂｉｏｌ）
、２００７年９月、第１８；１７（１８）巻、ｐ．１５３３～４４、Ｅｐｕｂ　２００７
年８月３０日）。これらのニューロンは、ｃｐＡニューロンによって生じるスパイクより
もはるかに低い振幅を有するスパイクを生じる。ｃｐＢおよびｃｐＣニューロンからの活
性を互いに容易に区別することはできないが、これらの集合的な活性は、これらの特徴的
なスパイクのためにｃｐＡニューロンと区別することができる。これは、ｃｐＢおよびｃ
ｐＣニューロンだけを活性化または阻害する化合物および組成物、あるいは両方を活性化
または阻害する化合物および組成物の同定において有用である。本明細書で使用される場
合、「ベータ活性化剤」という用語は、ｃｐＢおよびｃｐＣニューロン活性を刺激するこ
とができる任意の化合物または組成物を指す。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、本発明のベータ活性化剤化合物は、表３に記載されるものの
いずれかを含み得るが、これらに限定されない。
【００４２】
【表３】

　相乗的組成物
　予想外なことに、本発明の特定の化合物は組み合わせると、ニューロン活性に対するそ
の効果に関して相乗的な結果をもたらすことが分かった。例えば、いくつかの組み合わせ
は、穏やかまたは中程度の活性化剤化合物のみを含むにもかかわらず、強力な活性化剤で
あることが見出された。同様に、他の組み合わせは、穏やかまたは中程度の阻害剤化合物
のみを含むにもかかわらず、相乗的な阻害剤であることが見出された。さらに、単一の化
合物として適用されたときには個々に反対の機能を示す化合物を含むにもかかわらず、活
性化剤または阻害剤のいずれかの役割を果たす相乗的な組み合わせが同定された。
【００４３】
　殺生物性および／または致死性の化合物
　本発明のいくつかの組成物は、本明細書では「殺生物剤」とも呼ばれる殺生物性の薬剤
を含み得る。本明細書で使用される場合、「殺生物性薬剤」または「殺生物剤」という用
語は、生物学的生命体を防除する（例えば、成長を遅らせる、繁殖を遅らせる、忌避する
、有害な影響を中和する、殺菌する、不動化する、そして／あるいは殺す）ことができる
任意の薬剤を指す。いくつかの実施形態では、このような生命体は有害生物である。いく
つかの実施形態では、このような有害生物は媒介有害生物（例えば、飛行性の双翅類、蚊
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、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ、ヌカカ、トコジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニ
またはマダニ）である。本明細書で使用される場合、「殺生物活性」という用語は、所与
の殺生物剤が持つ防除能力を指す。いくつかの実施形態では、殺生物剤は殺幼虫剤であり
得る。本明細書で使用される場合、「殺生物剤」という用語は、１つまたは複数の幼虫に
対して殺生物活性を示す薬剤を指す。このような幼虫は有害生物の幼虫であり得る。場合
によっては、有害生物の幼虫は媒介有害生物の幼虫（例えば、双翅類の幼虫、蚊の幼虫、
またはスナバエ、ブユ、ツェツェバエもしくはヌカカからの幼虫）を含む。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、本発明の殺生物剤は致死性である。本明細書で使用される場
合、「致死性」という用語は、このような薬剤に曝露される１つまたは複数の生命体の死
を引き起こすことができる任意の薬剤を指すために使用される。いくつかの実施形態では
、このような生命体は有害生物である。いくつかの実施形態では、このような有害生物は
媒介有害生物である。本明細書で使用される場合、「致死率」という用語は、このような
薬剤に曝露される１つまたは複数の生命体に所与の薬剤が死を引き起こす能力を指す。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、本発明の殺生物性の化合物および／または組成物は、表４に
記載される化合物のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００４６】
【表４】

　殺生物活性を有する組成物は、様々な濃度の殺生物性化合物を含み得る。いくつかの実
施形態では、このような組成物中の殺生物性化合物の濃度は、百万分の一（ｐｐｍ）で測
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定され得る。いくつかの組成物は、約０．１ｐｐｍ～約２ｐｐｍ、約１ｐｐｍ～約１０ｐ
ｐｍ、約５ｐｐｍ～約５０ｐｐｍ、約５０ｐｐｍ～約１５０ｐｐｍ、約１００ｐｐｍ～約
２００ｐｐｍ、約２００ｐｐｍ～約５００ｐｐｍ、約５００ｐｐｍ～約１０００ｐｐｍ、
または少なくとも１０００ｐｐｍを含み得る。他の実施形態では、組成物は、約０．１％
～約０．５％、約０．２５％～約１．５％、約１％～約１０％、約５％～約２０％、約１
０％～約３０％、約１５％～約３５％、約２０％～約４０％、約３０％～約５０％、約４
０％～約６０％、約５０％～約７５％、または少なくとも７５％の濃度の殺生物性化合物
を含み得る。さらに他の実施形態では、殺生物性化合物は、約０．０１ｍｇ／ｍｌ～約０
．１ｍｇ／ｍｌ、約０．２ｍｇ／ｍｌ～約２ｍｇ／ｍｌ、約１ｍｇ／ｍｌ～約４ｍｇ／ｍ
ｌ、約２ｍｇ／ｍｌ～約５ｍｇ／ｍｌ、約５ｍｇ／ｍｌ～約１０ｍｇ／ｍｌ、約１０ｍｇ
／ｍｌ～約２０ｍｇ／ｍｌ、約１５ｍｇ／ｍｌ～約３０ｍｇ／ｍｌ、約２５ｍｇ／ｍｌ～
約５０ｍｇ／ｍｌ、約４０ｍｇ／ｍｌ～約６０ｍｇ／ｍｌ、約５０ｍｇ／ｍｌ～約７５ｍ
ｇ／ｍｌ、約７０ｍｇ／ｍｌ～約１００ｍｇ／ｍｌ、約１００ｍｇ／ｍｌ～約５００ｍｇ
／ｍｌ、約５００ｍｇ／ｍｌ～約１ｇ／ｍｌ、または少なくとも１ｇ／ｍｌの濃度で殺生
物性組成物中に存在し得る。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、本発明の殺幼虫性化合物および／または組成物は、表５に記
載される化合物のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００４８】
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【００４９】
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【表５－２】

　トコジラミの忌避剤および誘引剤化合物
　いくつかの実施形態では、本発明の化合物、組み合わせおよび／または組成物は、トコ
ジラミの行動の制御に有用であり得る。キメクス（Ｃｉｍｅｘ）属のトコジラミ（キメク
ス・レクトゥラリウス（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）を含むが限定されない）
は、ヒト（および他の動物）を刺咬して、血液を餌にする有害生物である。ヒトの血液を
餌とするトコジラミは、特により暖かい住居内において、ヒトの就寝場所の中またはその
周囲に生息することが多い。トコジラミによる刺咬は、発疹、アレルギー反応および心理
的効果を含むがこれらに限定されない、健康に対するいくつかの悪影響に関連する。本発
明のいくつかの化合物および／または化合物の組み合わせは、所与の被験体、領域または
居住地からトコジラミを忌避するために使用することができる。本発明の他の化合物およ
び／または化合物の組み合わせは、所与の被験体、領域または居住地からトコジラミを誘
引するために使用することができる。
【００５０】
　化合物、組成物および組み合わせ
　本発明によると、有害生物の誘引剤および／または忌避剤として有用な行動変更化合物
が同定された。これらの化合物の多くは、異なる構造および化学特性に従って分類するこ
とができる。これらの分類には、芳香族化合物、ピラジン環含有化合物、フラン環含有化
合物、ケトン、アルデヒド、アセタート、精油、環境的に安全な化合物、風味剤および臭
気物質が含まれるが、これらに限定されない。
【００５１】
　ピラジン化合物－１つまたは複数のピラジン環構造を有する成分を含有する化合物およ
び組成物が本明細書において開示される。ピラジン環は、グルコースおよびフルクトース
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などの糖の存在下で、セリンおよびスレオニンを含む天然アミノ酸前駆体の熱分解によっ
て形成することができる（テラニシ（Ｔｅｒａｎｉｓｈｉ），Ｒ．、「フレーバー化学：
３０年にわたる進歩（Ｆｌａｖｏｒ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ：Ｔｈｉｒｔｙ　Ｙｅａｒｓ　
ｏｆ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓ）」、スプリンガー（Ｓｐｒｉｎｇｅｒ）、１９９９年）。ピラ
ジン化合物は、様々な食品、特に水の非存在下高温で加工される食品において見出される
。
【００５２】
　フラン化合物－１つまたは複数のフラン環構造を有する成分を含有する化合物および組
成物が本明細書において開示される。これらの化合物の多くは天然において見出すことも
できるし、あるいはそれと性質が酷似した合成化学物質である。フラン自体は環状であり
、式Ｃ４Ｈ４Ｏを有する。これらは、他の化合物の化学合成の出発点として使用されるこ
とが多い。
【００５３】
　精油－精油および／または精油に由来する化合物を含有する化合物および組成物が本明
細書において開示される。「精油」という用語は、本明細書で使用される場合、植物から
抽出される任意の揮発性芳香族液体を指す。通常、これらの化合物は、これらが抽出され
た植物の独特の香りを有する。抽出は、通常、濃縮された化合物の抽出を可能にする蒸留
によって行われる。本発明の精油には、ローズマリー油、ユーカリプトール、ペパーミン
ト油およびオイゲノールが含まれるが、これらに限定されない。また精油には、桂皮油、
クローブ油、ハッカ油、ジャスミン油、ゲラニオール、カンファー油、ヒノキ油、セージ
油、トウヒ（ｔｏｈｉ）油、ザクロ油、ローズ油、テレピン油、ベルガモット油、マンダ
リン油、マツ油、ショウブ油、ラベンダー油、ベイ油、ヒバ油、レモン油、タイム油、メ
ントール、シネオール、シトラル、シトロネラ、リナロール、ボルネオール、カンファー
、チモール、スピラントール、ピネン、テルペン、リモネンなども含まれる。いくつかの
精油またはその組み合わせは昆虫に関して忌避および／または誘引特性を有することが、
当該技術分野において知られている。
【００５４】
　オイゲノール（ＯＬＩ０１０２）はクローブ油中に高レベルで見出されるフェノール系
精油であり、強力な抗菌および殺虫活性を有することが知られている。興味深いことに、
オイゲノールは、マメコガネ（Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｂｅｅｔｌｅ）などのいくつかの昆虫
に対する誘引剤の役割を果たすこともできる。ＦＩＦＲＡ適用外化合物のリストに存在す
ることにより、オイゲノールは殺虫剤、忌避剤または誘惑物における使用のために魅力的
な候補とされる。
【００５５】
　ペパーミント油は、ウォーターミントとスペアミントの交配種であるペパーミント植物
から抽出される。ペパーミント油は、既知の忌避剤であるメントンが存在するため、現在
天然の殺有害生物剤において使用されている。
【００５６】
　ローズマリー油は、ローズマリー植物から抽出される。ローズマリー油は強力な芳香を
有し、いくつかの殺有害生物剤の天然成分である。
　グアヤコールは天然化合物であり、木タールクレオソートの成分である。グアヤコール
は芳香族であり、解熱薬、消毒薬および去痰薬として医学的に使用されている。いくつか
の実施形態では、本発明の化合物および／または組成物はグアヤコールを含む。
【００５７】
　製剤
　組成物は製剤において組み合わせることができる。本明細書で使用される場合、「製剤
」は、処方通りに調製される１つまたは複数の化合物または組成物の組み合わせであり、
１つまたは複数の賦形剤、キャリアまたは送達剤を含み得る。製剤は乾燥していても湿っ
ていてもよいし、あるいは固体でも液体でもよい。製剤は、１つまたは複数の特定の用途
または使用のために設計され得る。本発明の製剤は組成物でもあり、組成物が処方され得
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る。
【００５８】
　本発明の化合物、組成物または組み合わせの製剤は、昇華、噴霧、蒸発、ろうそくの燃
焼などを介したエアロゾル化によって分散され得る。これらは、蒸気を時間をかけて放出
するために、ブロック、ロッド、結晶、顆粒、ペレット、ビーズ、粉末などの固体として
配備されてもよい。前記製剤は、持続放出のために設計され得る。
【００５９】
　別の実施形態では、本発明の化合物および組成物は、精製された液体または水性もしく
は非水性（有機）の製剤のいずれかにおいて、液体形態で使用され得る。本明細書で使用
される場合、「水性」という用語は、水と類似しているか、水を含有するか、あるいは水
中に溶解されること（例えば、水溶液）を意味する。本発明に従う「スラリー」は、大部
分は不溶性である粒子の、通常水中の懸濁液である。適切な液体希釈剤またはキャリアは
、水、石油蒸留物、または他の液体キャリアを含む。一実施形態では、前記希釈剤はさら
に、界面活性剤を含む。非イオン性、アニオン性、両性、またはカチオン性の分散剤およ
び乳化剤が使用され得る。液体製剤成分の選択は、組成物の使用目的、製剤内の活性化合
物の所望の分布、および製剤が所望の処置領域にわたって効果的に散布される能力によっ
て決定される。前記液体製剤は、ローション、スプレー、エアロゾル、フォーム（泡）、
ゲル、バーム、クリーム、ムース、パッチ（このような液体製剤を含む）、懸濁液、エマ
ルション、マイクロエマルション、乳化可能な濃縮物、ポンプスプレー、香料、香水、コ
ロン、ロールオン、固体スティック、ゲルスティック、ぬれナプキン、ワイプ、ウェット
ワイプ、軟膏、膏薬、ペーストなどの形態であり得る。
【００６０】
　一実施形態では、前記臭気物質または液体製剤は、所与の区域または個人もしくは個人
群の近傍から媒介有害生物を忌避するための忌避剤として使用され得る。
　別の実施形態では、前記臭気物質または液体製剤は、ＣＯ２応答性ニューロン活性を活
性化するために使用される活性化剤製剤であり得る。さらなる実施形態では、前記活性化
剤製剤は、所与の場所に媒介有害生物を引き寄せるか、あるいはあまり望ましくない場所
から媒介有害生物を引き離すための誘引剤として用いられる。誘引場所は、媒介有害生物
を捕獲するか、あるいは他の形で誘引するために配備されるトラップまたはデバイスであ
り得る。本発明の化合物または組成物は、当該技術分野において既知の誘引剤と共に処方
され得る。これらの誘引剤製剤は、糖、蜂蜜、糖蜜、植物油、動物油（例えば、魚油など
）、植物抽出物、花の香り、フェロモン、タンパク質、塩、種子、動物飼料、家畜飼料、
粘着剤、接着剤（タングルウッド（ｔａｎｇｌｅｗｏｏｄ）などの物質を含む）などのう
ちの１つまたは複数を含み得る。別の実施形態では、活性化剤製剤は、保護されることが
所望される個人または個人群に対する媒介有害生物の誘引を防止するための保護剤として
使用され得る。これらの保護剤製剤は、媒介有害生物においてＣＯ２応答性ニューロンを
圧倒し、これらが、保護されることが所望される個人または個人群から吐き出されるＣＯ

２プルームを追跡できなくする役割を果たし得る。
【００６１】
　本発明の化合物および組成物は、所与の被験体における局所使用のために処方され得る
。一実施形態では、これらの局所製剤は被験体の皮膚に適用され得る。さらなる実施形態
では、被験体は、イヌ、ネコ、ウマ、ウマ科動物、ウシ亜科動物、ブタ、ならびに二酸化
炭素を吐き出す他の動物、および／または媒介有害生物に攻撃されやすい他の動物などの
非ヒト動物であり得る。また化合物および組成物は、個人の衣類または衣服などの材料へ
の適用のために処方されてもよい。このような材料は、寝具、網製品、ベッドネッティン
グ、スクリーン、カーテン、壁、ギア、備品、パッチ、乗物などを含み得る。
【００６２】
　製剤の他の成分
　本発明の化合物または組成物を含有する製剤は、製剤の所望の使用に応じてさらなる成
分を含み得る。これらの成分には、キャリア、増粘剤、界面活性剤、防腐剤、芳香族化合
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物、脱臭剤、サンスクリーン活性物質、およびいくつかのタイプの補助剤（湿潤剤、展着
剤、固着剤、発泡抑制剤、緩衝剤および酸性化剤を含むが限定されない）の１つまたは複
数が含まれるが、これらに限定されない。本明細書で使用される場合、「サンスクリーン
活性物質」は、表面から太陽紫外線の一部を吸収または反射することができる添加剤であ
る。別の実施形態では、本発明の化合物および組成物は、用途に応じて所望の強度を達成
するように希釈され得る濃縮物として供給され得る。「濃縮物」という用語は、本明細書
で使用される場合、濃縮された形態の化合物または組成物を指す。従って、濃縮物はいく
らかの希釈剤を含有していてもよく、必ずしも精製されていなくてもよい。
【００６３】
　キャリア
　本発明の化合物および組成物は、１つまたは複数のキャリアまたはキャリア媒体を含有
し得る。これらのキャリアは気体、液体または固体でよく、ほとんどの場合は不活性であ
るが、活性材料でもあり得る。キャリア媒体は、フロンなどのエアロゾル噴射剤（標準の
温度および圧力において気体状態で存在する）；不活性の分散性液体希釈キャリア（不活
性有機溶媒を含む）、芳香族炭化水素（例えば、ベンゼン、トルエン、キシレン、アルキ
ルナフタレンなど）、ハロゲン化、特に塩素化された芳香族炭化水素（例えば、クロロベ
ンゼンなど）、塩素化脂肪族炭化水素（例えば、クロロエチレン、塩化メチレンなど）、
シクロアルカン（例えば、シクロヘキサンなど）、パラフィン（例えば、石油または鉱油
留分）、アセトニトリル、ケトン（例えば、シクロヘキサノン、メチルエチルケトン、ア
セトン、メチルイソブチルケトンなど）、アルコール（例えば、エタノール、メタノール
、プロパノール、グリコール、ブタノールなど）ならびにそのエーテルおよびエステル（
例えば、グリコールモノメチルエーテルなど）、アミド（例えば、ジメチルホルムアミド
など）、アミン（例えば、エタノールアミンなど）、スルホキシド（例えば、ジメチルス
ルホキシドなど）、および／または水を含むことができるが、これらに限定されない。ま
たキャリアは、分散性であり得る不活性な微粉化固体キャリア、例えば、粉砕した天然鉱
物（チョーク、すなわち、炭酸カルシウム、シリカ、アルミナ、バーミキュライト、タル
ク、珪藻土、アタパルジャイト、モンモリロナイトなどを含むが限定されない）、ならび
に粉砕した合成鉱物（例えば、高度に分散したケイ酸、ケイ酸塩、例えばアルカリケイ酸
塩など）などを含むこともできる。
【００６４】
　微粉化固体キャリア製剤
　本発明の化合物および組成物は、粉塵、タルク、チョーク、ケイ藻土、バーミキュライ
ト、砂、硫黄、小麦粉、アタパルジャイト粘土、珪藻土、葉ろう石、リン酸カルシウム、
炭酸カルシウムおよびマグネシウム、ならびにキャリアの役割を果たすことができる他の
固体などの微粉化した固体キャリアによる分散のために処方されてもよい。媒介有害生物
の行動を変更するために有用な典型的な微粉化固体製剤は、９９部の前記微粉化固体キャ
リアにつき１部の化合物または組成物を含有する。一実施形態では、これらの微粉化固体
は、約５０マイクロメートルよりも大きい平均粒径を有する。別の実施形態では、前記微
粉化固体は顆粒である。「顆粒」という用語は、本明細書で使用される場合、約４００～
２５００マイクロメートルの直径の粒子を指す。前記顆粒は多孔質または非多孔質の粒子
を含み得る。微粉化固体キャリアは、所望の化合物または組成物によって含侵または被覆
されていてもよい。顆粒は一般に、０．０５～１５％、好ましくは０．５～５％の活性化
合物または組成物を含有する。従って、本発明の忌避剤組成物は、ベントナイト、フラー
土、粉砕天然鉱物（例えば、カオリン、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイトなど
）、粉砕合成鉱物（例えば、高度に分散したケイ酸、アルミナおよびケイ酸塩など）、破
砕および分画された天然石（例えば、カルサイト、大理石、軽石、セピオライトおよびド
ロマイトなど）、無機および有機粉末の合成顆粒、ならびに有機材料の顆粒（例えば、お
がくず、ココナッツ殻、コーン穂軸、タバコ茎、クルミまたは他のナッツ殻、卵殻、およ
び製造または収穫の副産物でもそうでなくてもよい他の天然廃棄産物など）などの固体キ
ャリアのいずれかと共に処方することができる。
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【００６５】
　界面活性剤
　本発明の化合物および組成物を含有する製剤は界面活性剤を含み得る。「界面活性剤」
は、本明細書において言及される場合、液体の表面張力または液体および固体間の表面張
力を低下させることができる添加剤である。界面活性剤は、乳化剤（例えば、非イオン性
および／またはアニオン性乳化剤、脂肪酸のポリエチレンオキシドエステル、脂肪アルコ
ールのポリエチレンオキシドエーテル、アルキル硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、アリー
ルスルホン酸塩、アルブミン加水分解物、アルキルアリールポリグリコールエーテル、ス
テアリン酸マグネシウム、オレイン酸ナトリウムなど）および／または分散剤（例えば、
リグニン、亜硫酸塩廃液、メチルセルロースなど）を含むことができるが、これらに限定
されない。
【００６６】
　増粘剤
　本発明の化合物または組成物を含有する製剤は、１つまたは複数の増粘剤を含有し得る
。「増粘剤」という用語は、本明細書で使用される場合、製剤の他の特性を有意に変更す
ることなく、それが添加された製剤の粘度を増大させる添加剤を指す。これらは、製剤に
均一の粘稠度を与えるためにも使用され得る。これらは、所与の製剤の成分を懸濁液中に
保持するためにも有用である。前記増粘剤は、寒天、コーンスターチ、グアーガムおよび
ジャガイモデンプンを含むがこれらに限定されない。増粘剤は、全組成物の約０．１％～
約５％の濃度で存在し得る。
【００６７】
　防腐剤
　本発明の化合物または組成物を含有する製剤は、１つまたは複数の防腐剤を含有し得る
。「防腐剤」という用語は、本明細書で使用される場合、組成物における崩壊、分解また
は腐敗を防止することができる添加剤を指す。前記防腐剤は天然物でも合成物でもよく、
これらは広範囲の腐敗を防ぐこともできるし、あるいは１つの形態（例えば、微生物によ
る、真菌による、またはカビによる腐敗など）をターゲットにすることもできる。防腐剤
は、プロピオン酸カルシウム、硝酸ナトリウム、亜硝酸ナトリウム、二酸化硫黄、重硫酸
ナトリウム、亜硫酸水素カリウム、エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム（ＥＤＴＡ）、
ホルムアルデヒド、グルタルアルデヒド、エタノール、メチルクロロイソチアゾリノン、
ソルビン酸カリウムなどを含むことができるが、これらに限定されない。他の防腐剤は、
化合物または組成物の化学分解を防ぐ。このような防腐剤は、ブチル化ヒドロキシアニソ
ール（ＢＨＡ）およびブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）を含む。防腐剤は、通常、
約０．０３重量％～約３重量％の濃度で製剤中に存在する。
【００６８】
　他の材料
　本発明の化合物および組成物は、当業者に知られており、所望の用途に応じて製剤に添
加され得る「他の材料」を含み得る。これらには、乳、ニンニク、ニンニク粉末、ニンニ
ク油、トウガラシ、白コショウ、黒コショウ油、ピペリン、化学的に処方されたコショウ
、クローブ、魚油、任意選択で変性された油、タマネギ、香水、ビトレックス、チラム、
チモール、カプサイシン、捕食者の尿、尿素、ナフタレン（モスボール）、ピレトリン、
血液、血粉、骨粉、硫黄放出品（卵、硫黄、食肉など）、安息香酸デナトニウム、ホルム
アルデヒド、アンモニア、メチルアンモニウム糖類、脂肪酸のアンモニウム、ワックス、
栄養物、ブチルメルカプタン、鉱油、オレンジ油、ケルプ（海藻）、全卵、粉末卵、腐り
かかった卵、卵白、卵黄、腐った卵、ローズマリー、タイム、ウィンターグリーン、粘土
、２－プロペン酸、カリウム塩、２－プロペニアミド（ｐｒｏｐｅｎｉａｍｉｄｅ）、酢
酸、鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデン、亜鉛、ラテックス、動物性にか
わ、およびヌーフィルム（ｎｕｆｉｌｍ）ｐおよびこのシリーズの他のもののようなステ
ッカーが含まれるが、これらに限定されない。
【００６９】
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　環境的に安全な化合物
　本発明の化合物および組成物の製剤は、環境的に安全な化合物を含有し得る。本明細書
で使用される場合、「環境的に安全な化合物」は、所与の生態系または環境に与える害が
低減される、制限される、最小限である、そして／あるいは全くない化合物である。有害
生物および刺咬性昆虫を防除するために、有害な化学物質が使用されることが多い。いく
つかの化学物質によって市民の健康および環境に引き起こされる危険に対する市民意識の
高まりと共に、合成および／または危険な化学物質の代替手段としてますます天然化合物
が探索されている。この目的のために、環境保護庁（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｐｒ
ｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｃｙ）は、特定の天然化合物を安全であると分類し、これら
の環境的に安全な化合物の使用を特定の政府規制から保護するための法的措置を取ってい
る。連邦殺虫剤、殺菌剤および殺鼠剤法（Ｆｅｄｅｒａｌ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ，Ｆ
ｕｎｇｉｃｉｄｅ　ａｎｄ　Ｒｏｄｅｎｔｉｃｉｄｅ　Ａｃｔ）（ＦＩＦＲＡ）は、適用
外およびこの法律によって包含される化合物の概略を述べている。いくつかの実施形態で
は、環境的に安全な化合物は、連邦殺虫剤、殺菌剤および殺鼠剤法（ＦＩＦＲＡ）によっ
て殺有害生物剤において使用するために環境的に安全であると同定されたものを含む。こ
のような化合物には、（＋）－乳酸ブチル；（＋）－乳酸エチル；１，２－炭酸プロピレ
ン；１－モノラウリン；１－モノミリスチン；プロピオン酸２－フェネチル（プロピオン
酸２－フェニルエチル）；クエン酸アセチルトリブチル；寒天；アーモンド外皮；アーモ
ンド殻；アルファ－シクロデキストリン；アルミネートシリケート；アルミニウムマグネ
シウムシリケート；アルミニウムカリウムナトリウムシリケート；アルミニウムシリケー
ト；アルミニウムナトリウムシリケート；アルミニウムナトリウムシリケート（１：１：
１）；安息香酸アンモニウム；ステアリン酸アンモニウム；アミロペクチン、酸加水分解
物、１－オクテニルブタンジオアート；アミロペクチン、水素１－オクタデセニルブタン
ジオアート；動物性にかわ；パルミチン酸アスコルビル；アタパルジャイト粘土；蜜ろう
；ベントナイト；ナトリウム含有ベントナイト（ｂｅｎｔｏｎｉｔｅ，ｓｏｄｉａｎ）；
ベータ－シクロデキストリン；骨粉；ふすま；パンくず；乳酸ブチル；ステアリン酸ブチ
ル；石灰質頁岩；カルサイト（Ｃａ（Ｃｏ３））；酢酸カルシウム；酢酸カルシウム一水
和物；安息香酸カルシウム；炭酸カルシウム；クエン酸カルシウム；オクタン酸カルシウ
ム；酸化ケイ酸カルシウム（Ｃａ３Ｏ（ＳｉＯ４））；ケイ酸カルシウム；ステアリン酸
カルシウム；硫酸カルシウム；硫酸カルシウム二水和物；硫酸カルシウム半水和物；カナ
リーシード；炭素；二酸化炭素；カルボキシメチルセルロース；段ボール；カルナバワッ
クス；イナゴマメガム；カラギナン；カゼイン；ヒマシ油；水素化ヒマシ油；キャットフ
ード；シダー油；セルロース；酢酸セルロース；セルロース混合物（セルロースカルボキ
シメチルエーテル、ナトリウム塩との）；セルロースパルプ；再生セルロース；チーズ；
クロロフィルａ；クロロフィルｂ；シナモンおよび桂皮油；クエン酸；クエン酸一水和物
；シトロネラおよびシトロネラ油；シトラス粉；シトラスペクチン；シトラスパルプ；ク
ラムシェル；クローブおよびクローブ油；ココア；ココア殻粉；ココア殻；タラ肝油；コ
ーヒー粉末；クッキー；コルク；コーン穂軸；コーングルテン粉；コーン油；綿；綿実粉
；綿実油；粗挽きの小麦粉；デカン酸、１，２，３－プロパントリオールとのモノエステ
ル；デキストリン；ケイ藻土（１％未満の結晶性シリカ）；モノオレイン酸ジグリセリル
；モノステアリン酸ジグリセリル；ジラウリン；ジパルミチン；クエン酸二カリウム；ク
エン酸二ナトリウム；硫酸二ナトリウム十水和物；ドデカン酸、１，２，３－プロパント
リオールとのモノエステル；ドロマイト；ベイマツ樹皮；乾燥血液；卵殻；卵；乳酸エチ
ル；オイゲノール；長石；魚粉；魚油（４０ＣＦＲ１８０．９５０に従わない）；フラー
土；フマル酸；ガンマ－シクロデキストリン；ニンニクおよびニンニク油；ゼラチン；ジ
ェランガム；ゲラニオール；ゼラニウム油；にかわ（脱重合した動物コラーゲンとして）
；グリセリン；モノオレイン酸グリセロール；ジカプリル酸グリセリル；ジミリスチン酸
グリセリル；ジオレイン酸グリセリル；ジステアリン酸グリセリル；モノミリスチン酸グ
リセリル；モノオクタン酸グリセリル；モノオレイン酸グリセリル；モノステアリン酸グ
リセリル；ステアリン酸グリセリル；花崗岩；黒鉛；グアーガム；アラビアガム；トラガ
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カントガム；石膏；ヘマタイト（Ｆｅ２Ｏ３）；フミン酸；水素化綿実油；水素化菜種油
；水素化大豆油；ヒドロキシエチルセルロース；ヒドロキシプロピルセルロース；ヒドロ
キシプロピルメチルセルロース；酸化鉄マグネシウム（Ｆｅ２ＭｇＯ４）；酸化鉄（Ｆｅ

２Ｏ３）；酸化鉄（Ｆｅ２Ｏ３）水和物；酸化鉄（Ｆｅ３Ｏ４）；酸化鉄（ＦｅＯ）；イ
ソプロピルアルコール；ミリスチン酸イソプロピル；カオリン；ラクトース；ラクトース
一水和物；ラノリン；ラテックスゴム；ラウリン酸；ラウリル硫酸塩；レシチン；レモン
グラス油；甘草抽出物；ライム（ケミカル）ドロマイト；石灰岩；アマニ油；安息香酸マ
グネシウム；炭酸マグネシウム；酸化マグネシウム；酸化ケイ酸マグネシウム（Ｍｇ３Ｏ
（Ｓｉ２Ｏ５）２）一水和物；ケイ酸マグネシウム；ケイ酸マグネシウム水和物；マグネ
シウムシリコンオキシド（Ｍｇ２Ｓｉ３Ｏ８）；ステアリン酸マグネシウム；硫酸マグネ
シウム；硫酸マグネシウム七水和物；リンゴ酸；麦芽抽出物；麦芽フレーバー；マルトデ
キストリン；メチルセルロース；マイカ；マイカ群鉱物；乳；キビ種子；鉱油（Ｕ．Ｓ．
Ｐ．）；ハッカおよびハッカ油；モノミリスチン；モノパルミチン；クエン酸一カリウム
；クエン酸一ナトリウム；モンモリロナイト；ミリスチン酸；霞石閃長岩；窒素；ヌート
リア肉；ナイロン；オクタン酸カリウム塩；オクタン酸ナトリウム塩；アーモンド油；小
麦油；オレイン酸；カキ殻；ヤシ油；水素化ヤシ油；パルミチン酸；紙；パラフィンワッ
クス；ピーナッツバター；ピーナッツ殻；ピーナッツ；ピートモス；ペクチン；ペパーミ
ントおよびペパーミント油；パーライト；膨張パーライト；焼き石膏；ポリエチレン；オ
レイン酸ポリグリセリル；ステアリン酸ポリグリセリル；酢酸カリウム；カリウムアルミ
ニウムシリケート、無水；安息香酸カリウム；重炭酸カリウム；塩化カリウム；クエン酸
カリウム；フミン酸カリウム；ミリスチン酸カリウム；オレイン酸カリウム；リシノール
酸カリウム；ソルビン酸カリウム；ステアリン酸カリウム；硫酸カリウム；硫酸カリウム
；軽石；腐りかかった全卵固形分；赤キャベツ色素（酸性水のみを用いる加圧処理によっ
て食用赤キャベツ株から搾られる）；レッドシダーチップ；レッドドッグ粉（ｒｅｄ　ｄ
ｏｇ　ｆｌｏｕｒ）；ローズマリーおよびローズマリー油；ゴム；おがくず；ゴマ（粉砕
したゴマ植物の茎を含む）およびゴマ油；頁岩；シリカ（結晶質を含まない）；シリカゲ
ル；結晶質を含まない沈殿シリカゲル；非晶質のヒュームドシリカ（結晶質を含まない）
；非晶質シリカの沈殿およびゲル；シリカ水和物；ガラス質シリカ；ケイ酸（Ｈ２ＳｉＯ

３）マグネシウム塩（１：１）；セッケン（脂肪および油のけん化、または脂肪酸の中和
のいずれかによって生じる脂肪酸の水溶性ナトリウムまたはカリウム塩）；ソープバーク
（ｓｏａｐｂａｒｋ）（キラヤサポニン）；ソープストーン；酢酸ナトリウム；アルギン
酸ナトリウム；安息香酸ナトリウム；重炭酸ナトリウム；カルボキシメチルセルロースナ
トリウム；塩化ナトリウム；クエン酸ナトリウム；フミン酸ナトリウム；ラウリル硫酸ナ
トリウム；オレイン酸ナトリウム；リシノール酸ナトリウム；ステアリン酸ナトリウム；
硫酸ナトリウム；ソルビトール；大豆タンパク質；大豆レシチン；大豆皮；大豆粉；大豆
油；大豆粉末；ステアリン酸；硫黄；シロップ、水素化加水分解デンプン；モノオレイン
酸テトラグリセリル；タイムおよびタイム油；クエン酸三カルシウム；クエン酸トリエチ
ル；クエン酸三カリウム；クエン酸三カリウム一水和物；クエン酸三ナトリウム；クエン
酸三ナトリウム脱水物；クエン酸三ナトリウム五水和物；ウルトラマリンブルー；尿素；
バニリン；バーミキュライト；酢（溶液中に最大８％の酢酸）；ビタミンＣ；ビタミンＥ
；クルミ粉末；クルミ殻；小麦；小麦粉；小麦胚芽油；乳清；白色鉱油（石油）；白コシ
ョウ；ウィンターグリーン油；ウォラストナイト（Ｃａ（ＳｉＯ３））；羊毛；キサンタ
ンガム；酵母；ゼオライト（エリオナイト（ＣＡＳ登録番号６６７３３－２１－９）を除
く）；ゼオライトＮａＡ；酸化鉄亜鉛；亜鉛金属片（亜鉛金属および不純物のみからなる
）；酸化亜鉛（ＺｎＯ）およびステアリン酸亜鉛が含まれるが、これらに限定されない。
【００７０】
　他の芳香族化合物
　本発明の化合物および組成物の製剤は、他の芳香族化合物または組成物を含有し得る。
「芳香族」という用語は、本明細書で使用される場合、独特の匂いまたは芳香を有する化
合物を指す。このような化合物は通常揮発性であり、周囲空気への急速な拡散が可能であ
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り、嗅覚系内で容易に感知される。１つのこのような芳香族化合物はシダー油である。シ
ダー油は、昆虫を忌避すると共に、水域に存在する蚊の幼虫を殺すその能力のために、所
与の製剤において有用であり得る。シダー油製剤は、重量パーセントにより約０．０１％
～約１０％、約１％～約５％、約２％～約２０％、または約５％～約５０％のシダー油を
含有し得る。
【００７１】
　本発明の化合物および組成物の製剤中に包含され得る他の芳香族化合物には、カンファ
ー、ピレトリンおよびペルメトリンが含まれるが、これらに限定されない。このような製
剤は、重量パーセントにより約０．０１％～約１０％、約１％～約５％、約２％～約２０
％、または約５％～約５０％のカンファー、ピレトリンおよび／またはペルメトリンを含
有し得る。
【００７２】
　補助剤
　本発明の化合物および組成物の製剤は補助剤を含み得る。「補助剤」という用語は、本
明細書で使用される場合、製剤内の別の成分の１つまたは複数の特性を改善または増強す
る任意の物質を指す。前記補助剤は、緩衝剤、酸性化剤、湿潤剤、展着剤、固着剤、接着
剤、着色剤、安定剤、防水剤、発泡抑制剤などを含み得るが、これらに限定されない。
【００７３】
　他の既知の薬剤を有する製剤
　本発明の化合物および組成物を含む製剤は、前記化合物および組成物と、殺有害生物剤
、殺虫剤、殺細菌剤、殺真菌剤、殺ダニ剤、殺微生物剤、殺鼠剤、殺線虫剤、除草剤など
を含む、当該技術分野において既知の他の適合性の活性剤とを組み合わせることができる
。「殺細菌剤」という用語は、細菌の成長を破壊または阻止し得る物質を指し、「殺真菌
剤」は、真菌の成長を破壊または阻止し得る物質を指し、「殺ダニ剤」は、クモ（Ａｒａ
ｃｈｎｉｄａ）亜綱のダニ目（Ａｃａｒｉ）のメンバーの成長を破壊または阻止し得る物
質を指し、「殺微生物剤」は、微生物を殺しまたは成長を阻止し得る物質を指し、「殺鼠
剤」は、齧歯動物を殺すことができる化学物質を指し、「殺線虫剤」は、線虫の成長を破
壊または阻止することができる化学物質を指し、「除草剤」は、植物の成長を破壊または
阻止することができる化学物質を指す。
【００７４】
　濃度および組み合わせ
　本発明の化合物および組成物は、所望の適用、媒介有害生物、ニューロン活性に対する
所望の効果に応じて、そして本発明が適用され得る表面または区域のタイプに応じて種々
の濃度で製造または処方され得る。
【００７５】
　所与の組成物における典型的な活性成分は、少なくとも約０．０００１重量％の濃度で
組成物中に存在し得る。別の実施形態では、活性成分は、約０．００１重量％～約０．０
１重量％、約０．００１重量％～約０．０２重量％、約０．００１重量％～約０．０３重
量％、約０．００１重量％～約０．０４重量％、約０．００１重量％～約０．０５重量％
、約０．００１重量％～約０．０６重量％、約０．００１重量％～約０．０７重量％、約
０．００１重量％～約０．０８重量％、約０．００１重量％～約０．０９重量％、約０．
００１重量％～約０．１０重量％、約０．００１重量％～約０．１１重量％、約０．００
１重量％～約０．１２重量％、約０．００１重量％～約０．１３重量％、約０．００１重
量％～約０．１４重量％、約０．００１重量％～約０．１５重量％、約０．００１重量％
～約０．１６重量％、約０．００１重量％～約０．１７重量％、約０．００１重量％～約
０．１８重量％、約０．００１重量％～約０．１９重量％、約０．００１重量％～約０．
２０重量％、約０．００１重量％～約０．２１重量％、約０．００１重量％～約０．２２
重量％、約０．００１重量％～約０．２３重量％、約０．００１重量％～約０．２４重量
％、約０．００１重量％～約０．２５重量％、約０．００１重量％～約０．２６重量％、
約０．００１重量％～約０．２７重量％、約０．００１重量％～約０．２８重量％、約０
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．００１重量％～約０．２９重量％、約０．００１重量％～約０．３０重量％、約０．０
０１重量％～約０．３１重量％、約０．００１重量％～約０．３２重量％、約０．００１
重量％～約０．３３重量％、約０．００１重量％～約０．３４重量％、約０．００１重量
％～約０．３５重量％、約０．００１重量％～約０．３６重量％、約０．００１重量％～
約０．３７重量％、約０．００１重量％～約０．３８重量％、約０．００１重量％～約０
．３９重量％、約０．００１重量％～約０．４０重量％、約０．００１重量％～約０．４
１重量％、約０．００１重量％～約０．４２重量％、約０．００１重量％～約０．４３重
量％、約０．００１重量％～約０．４４重量％、約０．００１重量％～約０．４５重量％
、約０．００１重量％～約０．４６重量％、約０．００１重量％～約０．４７重量％、約
０．００１重量％～約０．４８重量％、約０．００１重量％～約０．４９重量％、約０．
００１重量％～約０．５０重量％、約０．１重量％～約１．０重量％、約０．１重量％～
約１．５重量％、約０．１重量％～約２．０重量％、約０．１重量％～約２．５重量％、
約０．１重量％～約３．０重量％、約０．１重量％～約３．５重量％、約０．１重量％～
約４．０重量％、約０．１重量％～約４．５重量％、約０．１重量％～約５．０重量％、
約０．１重量％～約５．５重量％、約０．１重量％～約６．０重量％、約０．１重量％～
約６．５重量％、約０．１重量％～約７．０重量％、約０．１重量％～約７．５重量％、
約０．１重量％～約８．０重量％、約０．１重量％～約８．５重量％、約０．１重量％～
約９．０重量％、約０．１重量％～約９．５重量％、約０．１重量％～約１０．０重量％
、約０．１重量％～約１０．５重量％、約０．１重量％～約１１．０重量％、約０．１重
量％～約１１．５重量％、約０．１重量％～約１２．０重量％、約０．１重量％～約１２
．５重量％、約０．１重量％～約１３．０重量％、約０．１重量％～約１３．５重量％、
約０．１重量％～約１４．０重量％、約０．１重量％～約１４．５重量％、約０．１重量
％～約１５．０重量％、約０．１重量％～約１５．５重量％、約０．１重量％～約１６．
０重量％、約０．１重量％～約１６．５重量％、約０．１重量％～約１７．０重量％、約
０．１重量％～約１７．５重量％、約０．１重量％～約１８．０重量％、約０．１重量％
～約１８．５重量％、約０．１重量％～約１９．０重量％、約０．１重量％～約１９．５
重量％、約０．１重量％～約２０．０重量％、約１重量％～約５重量％、約１重量％～約
１０重量％、約１重量％～約１５重量％、約１重量％～約２０重量％、約１重量％～約２
５重量％、約１重量％～約３０重量％、約１重量％～約３５重量％、約１重量％～約４０
重量％、約１重量％～約４５重量％、約１重量％～約５０重量％、約１重量％～約５５重
量％、約１重量％～約６０重量％、約１重量％～約６５重量％、約１重量％～約７０重量
％、約１重量％～約７５重量％、約１重量％～約８０重量％、約１重量％～約８５重量％
、約１重量％～約９０重量％、約１重量％～約９５重量％、約１重量％～約１００重量％
、約１０重量％～約２０重量％、約１０重量％～約３０重量％、約１０重量％～約４０重
量％、約１０重量％～約５０重量％、約１０重量％～約６０重量％、約１０重量％～約７
０重量％、約１０重量％～約８０重量％、約１０重量％～約９０重量％、または約１０重
量％～約１００重量％の濃度で存在し得る。さらに、化合物は、種々の実施形態において
、本発明の組成物および製剤が、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０またはそれ以上の活性化合物または組
成物を含有するように組み合わせられ得る。
【００７６】
　本明細書において使用される尺度の単位は標準単位およびメートル制を採用する。液体
形態で処方または梱包される化合物または組成物が測定される場合、単位は、オンス、カ
ップ、パイント、クォート、ガロン、バーレル、またはその一部の単位であり得ると理解
されるべきである。またこれらは、ミリリットル、平方センチメートル、デシリットル、
リットル、平方メートルまたはその一部のメートル単位であることもある。
【００７７】
　固体として処方または梱包される化合物および組成物が測定される場合、単位は、オン
ス、ポンド、トン、またはその一部の単位を有し得ることは理解されるべきである。また
これらは、ミリグラム、グラム、キログラム、メートルトンまたはその一部の単位のこと



(53) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

50

もある。
【００７８】
　範囲は、本発明の化合物または組成物の適用に応答して媒介有害生物の行動が変更され
得る有効な表面または区域に関係する場合、インチ、フィート、平方フィート、ヤード、
平方ヤード、エーカー、平方エーカー、またはその一部で表すことができる。またこれら
は、ミリメートル、平方ミリメートル、センチメートル、平方センチメートル、メートル
、平方メートル、ヘクタール、キロメートル、平方キロメートルまたはその一部の単位の
こともある。
【００７９】
　適用または処置の方法
　本発明の化合物および組成物は、所与の区域において、あるいは個人または構造の近傍
において有害生物（例えば、媒介有害生物）の行動を変更するために使用され得る。ヒト
および非ヒト動物の被験体はこのような使用から恩恵を受けることができる。本明細書で
使用される場合、「被験体」という用語は、任意の生命体、ヒトまたは非ヒトを指す。非
ヒト動物は、イヌ、ネコ、マウス、ラット、ウサギ、ウマ、ウシ、ヒツジ、ヤギ、ブタ、
齧歯動物、ニワトリなどを含み得るが、これらに限定されない。
【００８０】
　本発明の化合物または組成物を所望の物体、個人、表面、区域または領域に適用するた
めに便利であり得る多数の適用方法が当該技術分野において知られている。このような方
法には、エアロゾル化、ダスティング、蒸発、霧状化、噴霧、散布、ブロードキャスティ
ング、スパックリング（ｓｐａｃｋｌｉｎｇ）、スプリンクリング、ペインティング、ブ
ラッシング、コーティング、ローリング、バンディング、側方施肥（ｓｉｄｅーｄｒｅｓ
ｓｉｎｇ）、モッピング（ｍｏｐｐｉｎｇ）、ベイジング（ｂａｔｈｉｎｇ）、ソーキン
グ（ｓｏａｋｉｎｇ）、ディッピング、浸漬（ｉｍｍｅｒｓｉｎｇ）、粘着、接着、ワイ
ピング、摩擦、含侵、包埋、注射、密封、点在化、ダッビング（ｄａｂｂｉｎｇ）、ステ
ィップリング（ｓｔｉｐｐｌｉｎｇ）、層状化、ステンシル、スタンプ、注入などが含ま
れるが、これらに限定されない。いくつかの実施形態では、有害生物は、本発明の化合物
および／または組成物を含む溶液から引き出される芯（ｗｉｃｋ）の表面上またはその周
囲において、本発明の化合物および／または組成物に曝露される。
【００８１】
　適用方法は、間接的な分散方法に依存してもよい。一実施形態では、化合物または組成
物は、風、雨、日光、水流などの活発な自然の力によって分散され得る区域に放置され得
る。別の実施形態では、本明細書に記載される適用をもたらすために機械装置が使用され
得る。さらなる実施形態では、前記機械装置は、化合物または組成物を経時的に表面、区
域または基材に適用または分散させるために所定の区域に設置された時限スプレッダーま
たはブロードキャスターである。前記機械装置は、本発明の化合物または組成物を適用す
るために自動化されていてもよいし、あるいは遠隔で始動されてもよい。
【００８２】
　アッセイおよび試験
　本発明の化合物および／または組成物は、このような化合物および／または組成物また
はその誘導体の有効性を決定するためのアッセイおよび／または試験と共に開発され得る
。いくつかの実施形態では、試験は、有害生物の行動に対する本発明の化合物および／ま
たは組成物の効果を決定するために実行される。このような試験は、本発明の化合物およ
び／または組成物が誘引剤または忌避剤の役割を果たす能力を決定するために使用され得
る。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、有害生物の行動（例えば、蚊の行動）に対する本発明の化合
物および／または組成物の効果を決定するために空間実験が行われる。このような空間実
験は、１つまたは複数の空間アリーナの使用を含む。本明細書で使用される場合、「空間
アリーナ」という用語は、任意の閉鎖空間を指す。このようなアリーナは、約０．０２８
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ｍ３（１ｆｔ３）から約２８３ｍ３（約１０，０００ｆｔ３）の範囲のサイズの大型アリ
ーナ（セミフィールドチャンバを含むが限定されない）であり得る。空間アリーナを包囲
するために使用される材料は、所望の用途によって様々であり得る。材料は、プラスチッ
クシート、布、ガラス、ネット、木材、石膏ボード、繊維ガラス、網、金属などのうちの
１つまたは複数を含むことができる。空間アリーナは管理された環境であってもよい。こ
のようなアリーナでは、熱、光、湿度および空気循環の１つまたは複数が、実験の変動を
制限し、そして／あるいは所与の環境をシミュレートするように管理され得る。空間実験
の間に観察され得る有害生物の行動には、所与の薬剤へ向かう動作またはそこから離れる
動作、有害生物の動作レベルの変化、不動化、不規則な動作および／または死亡が含まれ
るが、これらに限定されない。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、本発明の化合物および／または組成物を試験するためにフィ
ールド試験が実行される。本明細書で使用される場合、「フィールド試験」という用語は
、１つまたは複数の天然環境で行われる試験を指す。フィールド試験はトラップを使用し
て、トラップ場所で、その中で、またはその周囲において有害生物を採取し、そして／あ
るいは有害生物の数を記録することができる。本明細書で使用される場合、「トラップ」
という用語は、１つまたは複数の有害生物を誘引、捕獲および／または殺すために使用さ
れる任意のデバイスおよび／または物体を指す。トラップは天然のものでも人工のもので
もよい。いくつかの実施形態では、本発明のトラップは受動トラップであり得る。本明細
書で使用される場合、「受動トラップ」という用語は、有害生物がトラップの近くへ移動
することに依存する固定トラップを指す。このようなトラップは、リッチー（Ｒｉｔｃｈ
ｉｅ）ら（リッチー（Ｒｉｔｃｈｉｅ），Ｓ．Ａ．ら著、「アルボウイルス調査のための
蚊の採取用の簡単な電力供給のない受動トラップ（Ａ　ｓｉｍｐｌｅ　ｎｏｎ－ｐｏｗｅ
ｒｅｄ　ｐａｓｓｉｖｅ　ｔｒａｐ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｍ
ｏｓｑｕｉｔｏｅｓ　ｆｏｒ　Ａｒｂｏｖｉｒｕｓ　ｓｕｒｖｅｉｌｌａｎｃｅ）」、ジ
ャーナル・オブ・メディカル・エントモロジー（Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃａｌ
　Ｅｎｔｏｍｏｌｏｇｙ）、２０１３年、第５０（１）巻、ｐ．１８５～９４）によって
記載されるものが含まれる。いくつかの実施形態では、受動トラップは移動メカニズムを
持たず、有害生物を動けなくするため、および／またはトラップ区域からのその逃亡を防
止するための固定トラップ部品に依存し得る。いくつかの実施形態では、トラップは、ト
ラップに誘引された有害生物を捕集するための容器（例えば、箱、筒など）を含み得る。
いくつかの実施形態では、トラップは、有害生物をトラップに誘引するための誘惑物また
は餌を含み得る。このような誘惑物は、その中に提供された化合物および／または組成物
を含み得る。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、トラップは致死的なトラップであり得る。本明細書で使用さ
れる場合、「致死的なトラップ」という用語は、このようなトラップによって捕獲された
１つまたは複数の有害生物を殺すトラップを指す。このようなトラップは、１つまたは複
数の有害生物に曝露される（例えば、摂取、吸入など）と致死的であり得る１つまたは複
数の毒性化合物を含み得る。いくつかの実施形態では、致死的なトラップは、不動化（例
えば、移動および／または活力に必要な栄養源の制限）によって捕獲された有害生物を殺
す。
【００８６】
　キットおよびデバイス
　本発明の化合物、組成物および組み合わせは他の材料または試薬と組み合わせられても
よいし、あるいは商業的な販売または流通のためのキットまたは他の小売用製品の構成要
素として調製されてもよい。これらのキットおよびまたは製剤は、本明細書に開示される
方法に従って一般使用のためにこれらの小売用製品を販売する目的で小売業者に販売され
得る。従って、本発明は、最終使用者に提供されるキットおよびまたは製品の製造または
生産方法を包含する。キットは、化合物、組成物または組み合わせを含む包装、バイアル
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または容器と、任意選択で使用説明書とを含有し得る。
【００８７】
　本発明の化合物、組成物および装置は、キットとして、その後の個人または最終使用者
による構築、希釈または他の再構成の方法のためのモジュール形式で販売され得る。前記
キットには、活性組成物、製剤または装置の構築に必要な構成要素が全て完備され得る。
別の実施形態では、前記キットは必要な構成要素の一部を提供し、その後の使用者または
最終使用者が１つまたは複数の構成要素（例えば、希釈、再水和などのための水または他
の溶媒など）を別に提供することを必要とする。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、本発明の化合物および／または組成物は、このような化合物
および／または組成物を収納する、含有する、および／またはその拡散を容易にするため
のデバイスと共に使用され得る。このようなデバイスは、装飾台、ボール、スティック（
このようなスティックはセルロース、プラスチック、木材、紙などを含み得るが限定され
ない材料で構成される）、コイル、塗料、布帛、パッチ、ウシ／動物耳標、蚊帳、注入処
理されたプラスチック、噴霧器、ろうそく、ランタン、ランプ、クリップ留め式デバイス
およびプラグイン式デバイス（空気拡散器の有無にかかわらない）を含み得る。このよう
なデバイスは、液体状および／または固体状の形態の本発明の化合物および／または組成
物を含み得る。いくつかの実施形態では、このようなデバイスは詰替え可能であり得る。
【００８９】
　パッチ
　いくつかの実施形態では、本発明の化合物を含む製剤はパッチ内に適用または包含され
得る。本明細書で使用される場合、「パッチ」という用語は、材料の小片を指す。パッチ
は、本発明の化合物および／または組成物を保持する基材の役割を果たし得る。本発明の
製剤が適用または注入されたパッチは、いくつかの実施形態では、このようなパッチから
所定の範囲内に来る媒介有害生物の行動を変更するために使用され、空間的な忌避の役割
を果たすことができる。本発明の化合物および／または組成物は、液体形式または製剤で
パッチに適用され得る。場合によっては、パッチは、このような液体製剤がまだ湿ったま
まの状態で使用され、他の実施形態では、液体製剤は乾燥される。本発明のパッチは、紙
、プラスチック、金属、布帛、ワックス、高分子材料、ポリエチレン、ポリプロピレン、
ゴム、セルロース、シリコンゴムおよび／またはセルロースベースの材料を含むがこれら
に限定されないいくつかの材料のいずれかを含み得る。いくつかのパッチは、耐水性また
は防水性であるように設計される。
【００９０】
　パッチは種々のサイズおよび形状を有し得る。いくつかの実施形態では、パッチは平坦
であり、約１ｃｍ２～約５ｃｍ２、約２ｃｍ２～約１０ｃｍ２、約３ｃｍ２～約１５ｃｍ
２、約４ｃｍ２～約２０ｃｍ２、約１２ｃｍ２～約４８ｃｍ２、約２４ｃｍ２～約７２ｃ
ｍ２、約５０ｃｍ２～約１００ｃｍ２または少なくとも１００ｃｍ２の面積を含む。パッ
チ形状は、円形、正方形、矩形、三角形および多角形を含み得るが、これらに限定されな
い。いくつかの実施形態では、パッチは、辺の長さが約１．５ｃｍの正方形である。さら
に、パッチは、任意の色およびまたはパターンを含み得る。パッチ色の非限定的な例とし
ては、赤、オレンジ、黄緑、青、紫、藍色、すみれ色、黒、白、蛍光などが挙げられる。
パッチパターンの非限定的な例としては、縞、格子縞、水玉模様、斑点、小斑点、迷彩な
どが挙げられる。
【００９１】
　パッチは、当業者に知られている任意の方法に従って被験体に適用され得る。このよう
な方法には、被験体の皮膚、衣類または衣服（例えば、付属品、帽子、リュックサック、
スカーフ、手袋、靴、サングラス、イヤリングなど）への直接適用が含まれ得るが、これ
らに限定されない。パッチは、接着剤（例えば、にかわ、ペースト、ゲル、樹脂、ガム、
エポキシなど）、静電気相互作用、テープ、バンディング（例えば、手首、脚および／ま
たはウェスト（ｗａｓｔｅ）バンドを用いる取付け具など）によって、あるいは当該技術
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分野において既知の他の方法によって、このような皮膚、衣類または衣服に取り付けられ
得る。使用され得るいくつかの接着剤は、耐水性または防水性の接着剤であり得る。いく
つかのパッチは、パッチ接着剤を保護するためにフィルムまたは紙の層を含む。いくつか
のフィルムまたは紙の層は、このようなパッチの適用前に剥がすことができる。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、パッチは、ホルダーの内側に配置されてもよいし、あるいは
ホルダーに取り付けられてもよい。本明細書で使用される場合、「ホルダー」という用語
は、パッチを収納および／または把持するために使用される容器またはデバイスを指す。
ホルダーは、ポケット、コンパートメント、カセット、ボックス、クリップ、またはパッ
チを収納もしくは結合するために使用され得る他のこのようなデバイスを含み得る。いく
つかのホルダーは、金属、プラスチック、弾性ゴム、メッシュ、スクリーン、布帛および
／または木材を含むがこれら限定されない材料を含み得る。ホルダーは、家庭または屋外
での使用に適合するように様々なサイズであり得る。
【００９３】
　いくつかのパッチおよび／またはホルダーは、付属デバイスを用いて被験体に取り付け
ることができる。本明細書で使用される場合、「付属デバイス」という用語は、第１のデ
バイスに関して二次的に重要なデバイスを指す。いくつかの実施形態では、付属デバイス
は、パッチおよび／またはホルダーを被験体に取り付けるために着用される物を含み得る
。このような付属デバイスは、ブレスレット、ネックレス、リストバンド、首輪、アーム
バンド、衣類、布帛および／またはクリップ留め式デバイスを含み得るが、これらに限定
されない。いくつかの実施形態では、付属デバイスは空気拡散器を含み得る。本明細書で
使用される場合、「空気拡散器」という用語は、空気を循環させて、エアロゾルの散布お
よび／または散逸を可能にするデバイスを指す。このような空気拡散器は電力供給（例え
ば、電池式、太陽電池式など）されていてもよいし、電力供給されていなくてもよい。い
くつかの空気拡散器は送風機を含み得る。空気拡散器は、パッチ内に含まれる化合物およ
び／または組成物を分散させて、より大きい保護ゾーンを作り出すために使用され得る。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、パッチは、ネコ、ブタ、イヌ、ウマおよびウシを含むがこれ
らに限定されない非ヒト動物の被験体を保護するために使用され得る。パッチは、付属デ
バイス（その非限定的な例としては、首輪またはバンドが挙げられる）によってこのよう
な動物に取り付けられ得る。他の実施形態では、パッチは、このような動物の首または体
の他の部分の周りに着用されるホルダー内に配置される。
【００９５】
　トラップ
　いくつかの実施形態では、本発明の化合物および／または組成物は、トラップの一部と
して使用され得る。いくつかの実施形態では、本発明の化合物および／または組成物は、
有害生物をトラップに誘い出すために、誘引剤として、そして／あるいは他の誘引剤と組
み合わせて使用され得る。いくつかの実施形態では、本発明の化合物および／または組成
物は、トラップおよび／またはトラップの中、上、または周囲に存在する餌もしくは誘惑
物に密集している昆虫を防除するために、殺生物剤として使用され得る。
【００９６】
　等価物および範囲
　当業者は本明細書に記載される本発明に従う特定の実施形態の多くの等価物を認識する
であろうし、あるいは単なる日常的な実験法を用いて確かめることができるであろう。本
発明の範囲は、上記の説明に限定されることは意図されず、むしろ添付の特許請求の範囲
に記載される通りである。
【００９７】
　特許請求の範囲において、「１つの」および「前記」などの冠詞は、そうでないことが
示されない限り、あるいは文脈から明らかでない限り、１つ以上を意味することがある。
群の中の１つまたは複数のメンバーの間に「または」を含む請求項または説明は、そうで
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ないことが示されない限り、あるいは文脈から明らかでない限り、その群のメンバーの１
つ、２つ以上、または全てが、所与の製品またはプロセス中に存在するか、これらにおい
て使用されるか、あるいは何らかの形でこれらに関連する場合に該当すると考えられる。
本発明は、その群の厳密に１つのメンバーが、所与の製品またはプロセス中に存在するか
、これらにおいて使用されるか、あるいは何らかの形でこれらに関連する実施形態を含む
。本発明は、その群のメンバーの２つ以上、または全てが、所与の製品またはプロセス中
に存在するか、これらにおいて使用されるか、あるいは何らかの形でこれらに関連する実
施形態を含む。
【００９８】
　また、「含む」という用語は非制限的であることが意図され、付加的な要素またはステ
ップの包含を容認するが要求はしないことを注記しておく。従って、「含む」という用語
が本明細書において使用される場合、「からなる」という用語も包含および開示される。
【００９９】
　範囲が与えられる場合、端点が含まれる。さらに、他に記載されない限り、あるいは他
の形で文脈および当業者の理解から明らかでない限り、範囲として表される値は、文脈が
そうでないことを明らかに規定しない限り、その範囲の下限の単位の１０分の１まで、本
発明の種々の実施形態において記述される範囲内の任意の特定の値または部分範囲をとる
ことができると理解されるべきである。
【０１００】
　「約」という用語が使用される場合、詳述される値の＋／－１０％を表すものと理解さ
れる。
　さらに、従来技術の範囲内に入る本発明の任意の特定の実施形態が、請求項の任意の１
つまたは複数から明確に除外され得ることは理解されるべきである。このような実施形態
は当業者に既知であると見なされるので、たとえ除外が本明細書に明確に記載されていな
くてもこれらは除外され得る。本発明の組成物の任意の特定の実施形態（例えば、任意の
核酸またはそれがコードするタンパク質；任意の製造方法；任意の使用方法など）は、従
来技術の存在に関連しているか否かにかかわらず、任意の理由により請求項の任意の１つ
または複数から除外され得る。
【０１０１】
　引用される全ての情報源、例えば、参考文献、公報、データベース、データベースエン
トリ、およびそこで引用される技術は、引用の際に明確に記述されていなくても、参照に
よって本出願に援用される。引用される情報源および本出願の記述が矛盾する場合には、
本出願の記述が支配するものとする。
【０１０２】
　節および表の見出しは限定的であることを意図しない。
　実施例
　実施例１．感覚ニューロン調節因子活性化剤の同定
　蚊の二酸化炭素受容体ニューロンは、二酸化炭素レベルに対する感知および応答の原因
である。蚊種のアエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）において、小顎
鬚のｃｐＡニューロンは主要なＣＯ２センサーであるが、ｃｐＡニューロンと同時にその
活性が可視化され得るｃｐＢおよびｃｐＣニューロンは、皮膚の臭気に対しても応答性で
ある（ルー（Ｌｕ）、Ｔ．ら著，「マラリア媒介生物の蚊アノフェレス・ガンビアエ（Ａ
ｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）の小顎鬚における臭気コーディング（Ｏｄｏｒ　ｃ
ｏｄｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｍａｘｉｌｌａｒｙ　ｐａｌｐ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍａｌａｒ
ｉａ　ｖｅｃｔｏｒ　ｍｏｓｑｕｉｔｏ　Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）」、カ
レント・バイオロジー（Ｃｕｒｒ　Ｂｉｏｌ）、２００７年９月、第１８；１７（１８）
巻、ｐ．１５３３～４４、Ｅｐｕｂ　２００７年８月３０日）。
【０１０３】
　感覚ニューロンに対する影響を有する化合物を同定するために、ドブリツァ（Ｄｏｂｒ
ｉｔｓａ）らにより２００３年に記載され（ドブリツァ（Ｄｏｂｒｉｔｓａ），Ａ．Ａ．
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ら著、「ドロソフィラ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ）触覚における臭気コーディングの分子お
よび細胞基盤の統合（Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｎｇ　ｔｈｅ　ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ａｎｄ　
ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｂａｓｉｓ　ｏｆ　ｏｄｏｒ　ｃｏｄｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｄｒｏ
ｓｏｐｈｉｌａ　ａｎｔｅｎｎａ）」、ニューロン（Ｎｅｕｒｏｎ）、２００３年３月６
日、第３７（５）巻、ｐ．８２７～４１）、ターナー（Ｔｕｒｎｅｒ）らにより２０１１
年に修正された（ターナー（Ｔｕｒｎｅｒ），Ｓ．Ｌ．ら著、「ＣＯ２感受性ニューロン
の超持続的な活性化が蚊を混乱させる（Ｕｌｔｒａ－ｐｒｏｌｏｎｇｅｄ　ａｃｔｉｖａ
ｔｉｏｎ　ｏｆ　ＣＯ２－ｓｅｎｓｉｎｇ　ｎｅｕｒｏｎｓ　ｄｉｓｏｒｉｅｎｔｓ　ｍ
ｏｓｑｕｉｔｏｅｓ）」、ネイチャー（Ｎａｔｕｒｅ）、２０１１年６月２日、第４７４
（７３４９）巻、ｐ．８７～９１）ように、細胞外単一感覚子の電気生理学を実施して、
種々の化合物および組成物に対するｃｐＡニューロンの応答を試験した。この目的のため
に、ＣＯ２応答性ニューロンにおける蚊ニューロン活性を刺激するその能力について種々
の化合物および組成物を試験した。臭気送達システムからの空気の流れに沿って蚊を固定
および配置した。このシステムでは、加湿空気の定常流を制御された最低レべルのＣＯ２

ガスと共に保持した。加湿空気流は、精製空気タンクから１０ｍｌ／秒で送達した。ＣＯ

２ガスは、制御されたパルス（２．５ｍｌ／秒～６．５ｍｌ／秒）を加湿空気流に送達す
ることができる別のシステムによって提供した。ＣＯ２のレベルは、１％と１００％の間
でＣＯ２圧縮空気源を切り替えることによって操作した。さらに、臭気送達システムは、
所望の化学物質または化学組成物からの蒸気を含有する、制御されたレベルの空気を送達
するように設計した。
【０１０４】
　種々の化学物質の刺激に対するｃｐＡニューロンの応答を試験するために、ターナー（
Ｔｕｒｎｅｒ）により２００９年に記載された（ターナー（Ｔｕｒｎｅｒ），Ｓ．Ｌ．ら
著、「阻害性臭気物質によるドロソフィラ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ）におけるＣＯ２回避
行動の変更（Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＣＯ２　ａｖｏｉｄａｎｃｅ　ｂｅｈａ
ｖｉｏｕｒ　ｉｎ　Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｂｙ　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ　ｏｄｏｒａｎ
ｔｓ）」、ネイチャー（Ｎａｔｕｒｅ）、２００９年９月１０日、第４６１（７２６１）
巻、ｐ．２７７～８１．Ｅｐｕｂ　２００９年８月２６日）ように、高度に精製された化
学物質または化学組成物を、パラフィン油を含む試験溶液中に希釈し、溶液を受け入れる
ための脱脂綿挿入物と共にパスツールピペットを含むカートリッジへ適用した。ひと吹き
（ｐｕｆｆ）毎に制御容積（５ｍｌ／秒）で臭気カートリッジにより空気を精製し、蚊の
上を流れる一定の加湿空気流へ蒸気を送達した。
【０１０５】
　ニューロンの応答を検出するために、ドブリツァ（Ｄｏｂｒｉｔｓａ）らにより２００
３年に記載され（ドブリツァ（Ｄｏｂｒｉｔｓａ），Ａ．Ａ．ら著、「ドロソフィラ（Ｄ
ｒｏｓｏｐｈｉｌａ）触覚における臭気コーディングの分子および細胞基盤の統合（Ｉｎ
ｔｅｇｒａｔｉｎｇ　ｔｈｅ　ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ａｎｄ　ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｂａｓ
ｉｓ　ｏｆ　ｏｄｏｒ　ｃｏｄｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ａｎｔｅ
ｎｎａ）」、ニューロン（Ｎｅｕｒｏｎ）、２００３年３月６日、第３７（５）巻、ｐ．
８２７～４１）、ターナー（Ｔｕｒｎｅｒ）らにより２０１１年に記載のように修正され
た（ターナー（Ｔｕｒｎｅｒ），Ｓ．Ｌ．ら著、「ＣＯ２感受性ニューロンの超持続的な
活性化が蚊を混乱させる（Ｕｌｔｒａ－ｐｒｏｌｏｎｇｅｄ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏ
ｆ　ＣＯ２－ｓｅｎｓｉｎｇ　ｎｅｕｒｏｎｓ　ｄｉｓｏｒｉｅｎｔｓ　ｍｏｓｑｕｉｔ
ｏｅｓ）」、ネイチャー（Ｎａｔｕｒｅ）、２０１１年６月２日、第４７４（７３４９）
巻、ｐ．８７～９１）ように、細胞外単一感覚子の電気生理学を実施した。
【０１０６】
　この方法に続いて、感覚子の壁を通して電極を挿入し、樹状細胞を取り巻く関連するリ
ンパ液と接触させることによって、ニューロンの活動電位を検出および記録した。記録電
極は、１マイクロメートル未満の直径まで引き延ばした先端を有するガラス毛細管で構成
した。毛細管に、感覚子リンパのリンゲル溶液（０．４％グルコース、１．３％ＫＣｌ、
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０．１％ＫＨ２ＰＯ４、０．２％Ｋ２ＨＰＯ４、０．０６％ＭｇＣｌ２、０．０１％Ｃａ
Ｃｌ２および．０００１％ＨＣｌ、ｐＨ６．５）を満たし、ＡｇＣｌ被覆銀ワイヤ上に配
置した。第２の不関電極にも感覚子リンパ液のリンゲル溶液を満たし、蚊の眼に入れた。
得られたインパルスシグナルを増幅し、フィルターにかけて、感覚子における異なるニュ
ーロンのニューロン活性をインパルス振幅によって単離した後の痕跡のみを分析した。
【０１０７】
　本明細書において１秒当たりの「スパイク」（ｓｐｋ／秒）と呼ばれるインパルスの数
を、提供される刺激に応答するニューロン活性の指標として記録した。刺激時に記録され
たレベルをベースライン活性値から差し引くことによって最終活性化値を得た。この方法
を用いて得られた結果の一例として、図１は、電気生理学を用いて試験された化学物質の
溶媒であるパラフィン油によるＣＯ２受容体の基礎活性（上部パネル）を、１％濃度の阻
害剤２－メトキシ－３－メチルピリジン（中央パネル）、および活性化剤２，４－ルチジ
ン（下部パネル）と比較して説明する。２－メトキシ－３－メチルピリジンは香料の使用
が認可されており、「ナッツ」臭を有する。２，４－ルチジンは「グリーン」臭を有し、
化粧品香料の使用が認可されており、フレーバー・アンド・エキストラクト・マニュファ
クチャラーズ・アソシエーション（ＦＥＭＡ）によって「一般に安全と認められる」（Ｇ
ＲＡＳ）化合物として記載されている。
【０１０８】
　実施例２．活性化剤化合物の同定
　実施例１において概説された実験に続いて、一連の化合物を、ｃｐＡニューロン活性を
活性化する能力について試験した。これらの化合物のリストは表６に提供される。化合物
はその活性化剤としての強度に従って分類され、強力な活性化剤はベースラインニューロ
ン活性と比べて６０ｓｐｋ／秒を超える活性の増大をもたらす。中程度の活性化剤は、ベ
ースラインニューロン活性と比べて４０～６０ｓｐｋ／秒の間であるニューロン活性の増
大をもたらす。最後に、穏やかな活性化剤はベースラインニューロン活性と比べて２０～
４０ｓｐｋ／秒の間であるニューロン活性の増大をもたらす。
【０１０９】
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【表６－１】

【０１１０】
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【表６－２】

　実施例３．非常に強力な活性化剤の組み合わせの同定
　実施例１において概説された実験に従って、一連の組み合わせを、ｃｐＡニューロン活
性を活性化する能力について試験した。表７は、様々な組み合わせを臭気送達システムに
導入した後に得られたニューロン活性値（ｓｐｋ／秒）を示す。試験した組み合わせは、
試験溶液中１％の成分Ａおよび１％の成分Ｂで構成した。これらの組み合わせのそれぞれ
は、１００ｓｐｋ／秒を超えるニューロン活性値をもたらした。従って、これらの組み合
わせは、非常に強力な活性化剤であると考えられる。多くの場合、２つの成分または化合
物の組み合わせは、いずれかの化合物単独の活性よりも大きい活性を生じた。この場合、
組み合わせは相乗的であると考えた。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｃｍｐｄ」は化
合物を指す。
【０１１１】
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【表７－１】

【０１１２】
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【表７－２】

　実施例４．強力な活性化剤の組み合わせの同定
　実施例１において概説された実験に従い、電気生理学的な細胞外単一感覚子研究におい
て、一連の組み合わせ（表８に記載）を、ｃｐＡニューロン活性を活性化する能力につい
て試験した。これらの組み合わせを、１％の成分Ａおよび１％の成分Ｂの濃度で試験溶液
に添加した。表中の組み合わせのそれぞれは、６０～１００ｓｐｋ／秒の間の活性値をも
たらした。従って、これらは強力な活性化剤であると考えられる。２つの成分または化合
物の組み合わせが、いずれかの化合物単独の活性よりも大きい活性を生じる場合、その組
み合わせは相乗的であると考えた。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合
物を指す。
【０１１３】
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【表８－１】

【０１１４】



(65) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

50

【表８－２】

　実施例５．相乗的な組み合わせの同定
　実施例１において概説された実験に従って、表９に記載される組み合わせも電気生理学
的な細胞外単一感覚子研究において使用した。これらの組み合わせを、１％の成分Ａおよ
び１％の成分Ｂの濃度で試験溶液に添加した。
【０１１５】
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　個々の成分は、個々に試験したときに、中程度の活性（中程度の活性化剤の分類、４０
～６０ｓｐｋ／秒）や、穏やかな活性（穏やかな活性化剤の分類、２０～４０ｓｐｋ／秒
）しか生じないか、あるいはｃｐＢおよびｃｐＣニューロンを刺激することだけが知られ
ている（ベータ活性化剤の分類）ものであった。驚くべきことに、表９に記載されるよう
に組み合わせると、成分は相乗的に作用してニューロン活性を刺激し、６０ｓｐｋ／秒を
超える活性値をもたらす。
【０１１６】
　試験したいくつかの組み合わせは、穏やかな阻害剤ヘプタン酸メチルまたはメチルアミ
ルケトンを包含した。予想外なことに、メチルアミルケトンおよび２－フリルメチルケト
ンまたはガンマ－ヘプタラクトンを含む組成物は、ニューロン活性の強力な活性化剤の機
能を果たした。同様に、ヘプタン酸メチルおよびメタンチオールアセタートを含む組成物
も、ニューロン活性の強力な活性化剤の機能を果たした。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し
、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指し、「Ｃｏｍｐ」は成分を指し、「Ｍｏｄ」は中程度を指し
、「Ｉｎｈ」は阻害剤を指し、「Ａｃｔｖ」は活性化剤を指す。
【０１１７】



(67) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

【表９－１】

【０１１８】
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【表９－２】

【０１１９】
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【表９－３】

　実施例６．感覚ニューロン調節因子阻害剤の同定
　実施例１のプロトコルに従って、化合物および組み合わせを、ＣＯ２応答性ニューロン
活性を阻害する能力について試験した。ニューロンの阻害を分析するために、ベースライ
ン活性レベルを下回ると記録された活性レベルを、ベースラインレベルに対する活性の低
下の割合で表した。
【０１２０】
　本アッセイで試験すると、いくつかの化合物はｃｐＡニューロン活性の低下をもたらし
た。ベースライン値と比較した活性の低下の割合に応じて、これらの化合物を、強力な阻
害剤（６０％を超える活性の低下）、中程度の阻害剤（４０～６０％の活性の低下）およ
び穏やかな阻害剤（２０～４０％の活性の低下）に分類した。試験した単一の化合物およ
びその阻害レベルまたは分類のリストは表１０に示される。
【０１２１】
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【表１０】

　実施例７．強力な阻害剤の組み合わせの同定
　実施例１のプロトコルに従って、表１１に記載される組み合わせを、ＣＯ２応答性ニュ
ーロン活性を阻害する能力について試験した。２つまたは３つのいずれかの成分を含む組
み合わせを、ニューロン活性を阻害する能力について試験した。表１１に記載される組み
合わせは、ベースライン活性と比較して５０％を超えるニューロン活性の低下をもたらす
２成分の組み合わせである。表１１の組み合わせについて、各成分の濃度は１％であった
。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｒｅｄ」は低下を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指
す。
【０１２２】
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　表１２に記載される組み合わせは３成分を含み、６０％を超えるＣＯ２応答性ニューロ
ン活性の低下をもたらす。試験した３成分の組み合わせにおいて、各成分は０．６％の濃
度で試験溶液中に存在した。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｒｅｄ」は低下を指し、
「Ｃｏｍｐ」は成分を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指す。
【０１２３】



(72) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

【表１２－１】

【０１２４】
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【表１２－２】

　実施例８．相乗的な阻害剤の組み合わせの同定
　興味深いことに、個々の成分が中程度の阻害（４０～６０％）または穏やかな阻害（２
０～４０％）しか生じないか、あるいはｃｐＢおよびｃｐＣニューロンを活性化すること
だけが知られている（ベータ活性化剤）場合に、いくつかの２成分および３成分の組み合
わせは、６０％を超える活性の低下をもたらす。予想外なことに、一実施形態では、中程
度の活性化剤２，３－ジメチルピラジンも、ベータ活性化剤（Ｅ）－ヘキサ－３－エン酸
メチルと組み合わせると、６０％を超える活性の低下をもたらした。
表１３に記載される組み合わせは、組み合わせたときに相乗的に作用して、蚊のニューロ
ン活性を阻害することが初めて示された。研究において、２成分の組み合わせは成分Ａお
よび成分Ｂのそれぞれ１％の試験溶液を包含し、３成分の組み合わせは成分Ａ、Ｂおよび
Ｃのそれぞれ０．６％の試験溶液を包含した。表中の「ｘ」は、成分が存在しないことを
示す。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指し、「Ｃｏｍｐ」は成
分を指し、「Ｒｅｄ」は低下を指し、「Ｍｏｄ」は中程度を指し、「Ｉｎｈ」は阻害剤を
指し、「Ａｃｔｖ」は活性化剤を指す。
【０１２５】



(74) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

【表１３－１】

【０１２６】
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【表１３－２】

【０１２７】
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【表１３－３】

　実施例９．環境的に安全な化合物の同定
　有害生物および刺咬性昆虫を防除するために、有害な化学物質が使用されることが多い
。いくつかの化学物質によって市民の健康および環境に引き起こされる危険に対する市民
意識の高まりと共に、合成または危険な化学物質の代替手段としてますます天然化合物が
探索されている。この目的のために、環境保護庁（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｐｒｏ
ｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｃｙ）は、特定の天然化合物を安全であると分類し、これらの
環境的に安全な化合物の使用を特定の政府規制から保護するための法的措置を取っている
。連邦殺虫剤、殺菌剤および殺鼠剤法（ＦＩＦＲＡ）は、適用外およびこの法律によって
包含される化合物の概略を述べている。これらの化合物としては、オイゲノール（ＯＬＩ
０１０２）、ローズマリー油（ＯＬＩ００９３）、ペパーミント油（ＯＬＩ０１０１）お
よびプロピオン酸フェネチル（ＯＬＩ００７６）がある。
【０１２８】
　本アッセイにおいて、オイゲノール、ローズマリー油、ペパーミント油およびプロピオ
ン酸フェネチルを、ニューロン活性に対する効果について試験した。ローズマリー油およ
びオイゲノールは穏やかな阻害剤であることが見出され、プロピオン酸フェネチルは中程
度の阻害剤であることが見出され、ペパーミント油はベータ活性化剤であることが見出さ
れた。
【０１２９】
　実施例１に記載された方法に従って、２つまたは３つのいずれかの成分を有する表１４
に記載される組成物において、環境的に安全な化合物を含有する組み合わせを阻害活性に
ついて試験した。２成分を有する試験溶液はそれぞれ１％の記載される成分で構成し、３
成分を有する試験溶液は、それぞれ０．６％の記載される成分で構成した。各組み合わせ
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中の成分Ａは環境的に安全な化合物である。表注の「ｘ」は、成分が存在しないことを示
す。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指し、「Ｃｏｍｐ」は成分
を指し、「Ｒｅｄ」は低下を指す。
【０１３０】
【表１４－１】

【０１３１】
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【表１４－２】

　実施例１０．ベータ活性化剤を含む活性化剤の組み合わせの同定
　二酸化炭素受容体ニューロンは、蚊小顎鬚の錐状感覚器（ｂａｓｉｃｏｎｉｃ　ｓｅｎ
ｓｉｌｌａ）内に収容されている。ｃｐＡニューロンからの活性は最大振幅のスパイクを
生じるが、この領域に存在するｃｐＢおよびｃｐＣニューロンは、皮膚の臭気に対しても
応答性である。これらのニューロンからの活性も、実施例１に記載された電気生理学的方
法によって検出することができる。
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【０１３２】
　ｃｐＢおよびｃｐＣニューロンからの活性を互いに容易に区別することはできないが、
これらの集合的な活性は、ｃｐＡニューロンによって生じるスパイクよりもはるかに低い
振幅を有するスパイクを生じるため、ｃｐＡニューロンとは区別することができる。
【０１３３】
　本研究では、ベータ活性化剤として同定される化合物は、（Ｅ）－ヘキサ－３－エン酸
メチル、ペンタン酸フルフリル、シス－５－オクテン－１－オール、チグリン酸１－エチ
ルヘキシル、ペパーミント油、ギ酸イソアミル、ギ酸シス－３－ヘキセニル、ギ酸ヘキシ
ル、レブリン酸メチルおよびプロピオン酸イソアミルを含む。
【０１３４】
　興味深いことに、ペンタン酸フルフリルは、中程度のｃｐＡ阻害剤でもあり、シス－５
－オクテン－１－オールおよびチグリン酸１－エチルヘキシルは穏やかなｃｐＡ阻害剤で
もある。レブリン酸メチルは中程度のｃｐＡ活性化剤でもある。
【０１３５】
　実施例１において既に記載したアッセイを用いて、ベータ活性化剤成分を含有する組み
合わせを、ｃｐＡニューロン活性に対する効果について試験した。種々の組み合わせは、
組み合わせに含まれる付加的な成分に応じて、活性の増大または活性の低下のいずれかの
能力を有することが決定された。少なくとも１つのベータ活性化剤成分を含有する組み合
わせは、ｃｐＡニューロン活性の増大をもたらした。データは表１５に示される。それぞ
れの組み合わせについて、２つの成分のそれぞれの濃度は１％であった。驚くべきことに
、これらの成分を特定の中程度の活性化剤と組み合わせると、得られる組み合わせは、強
力または非常に強力な活性化剤の役割を果たした。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｃ
ｍｐｄ」は化合物を指し、「Ｃｏｍｐ」は成分を指し、「Ｍｏｄ」は中程度を指し、「Ａ
ｃｔｖ」は活性化剤を指す。
【０１３６】
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【表１５－１】

【０１３７】
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【表１５－２】

　実施例１１．ベータ活性化剤を含む阻害剤の組み合わせの同定
　ベータ活性化剤のさらなる調査によって、ｃｐＡニューロン活性の低下をもたらす少な
くとも１つのベータ活性化剤成分を含有する組み合わせが明らかになった。これらのデー
タは表１６に示される。２つの成分が組み合わせられる場合、それぞれの濃度は１％であ
る。３つの成分が試験される場合、それぞれの濃度は０．６％であった。
【０１３８】
　１つの試験では、組み合わせは、ベータ活性化剤（Ｅ）－ヘキサ－３－エン酸メチルと
、中程度の活性化剤２，３－ジメチルピラジンとを包含した。予想外なことに、この組成
物はニューロン活性の強力な阻害剤の役割を果たす。
【０１３９】
　ペンタン酸フルフリルは食品における一般的な風味剤である。ペンタン酸フルフリルは
単独でベータ活性化剤およびｃｐＡニューロン活性の中程度の阻害剤の役割を果たすこと
ができるが、ペンタン酸フルフリルを含有する種々の組み合わせを用いて実行されたアッ
セイにより、ｃｐＡニューロン活性の強力な阻害をもたらす相乗効果が明らかにされた。
【０１４０】
　１つの例において、ペンタン酸フルフリルと、穏やかな阻害剤オイゲノールとを含む組
み合わせは、試験したときに強力な阻害をもたらした。
　別の例において、ペンタン酸フルフリルと、２－エチル－３－メトキシピラジン（中程
度の阻害剤）とを含む組み合わせは、試験したときに強力な阻害をもたらした。
【０１４１】
　別の例において、ペンタン酸フルフリルと、２－エチル－３－メトキシピラジンと、２
－メトキシ－３（５または６）イソプロピルピラジン（中程度の阻害剤）とを含む組み合
わせは、試験したときに強力な阻害をもたらした。
【０１４２】
　さらに別の例において、ペンタン酸フルフリルと、２－エチル－３－メトキシピラジン
と、オイゲノールとを含む組み合わせは、試験したときに強力な阻害をもたらした。
　別の一般的な風味剤のシス－５－オクテン－１－オールは、一般に、食品にメロンフレ
ーバーを付与するために使用される。この化合物は、ベータ活性化剤およびｃｐＡニュー
ロン活性の穏やかな阻害剤の両方の役割を果たすことができる。驚くべきことに、シス－
５－オクテン－１－オールおよびオイゲノールを含む組み合わせは、試験したときにｃｐ
Ａニューロン活性の強力な阻害をもたらした。表中、「Ａｃｔ」は活性を指し、「Ｃｍｐ
ｄ」は化合物を指し、「Ｃｏｍｐ」は成分を指し、「Ｒｅｄ」は低下を指し、「Ｍｏｄ」
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」は活性化剤を指す。
【０１４３】
【表１６－１】

【０１４４】
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【表１６－２】

　実施例１２．エリア行動アッセイ
　本発明の化合物および組成物の評価に役立つための行動アッセイを開発した。これらの
アッセイには、着地アッセイおよびネットスフェアアッセイが含まれる。これらのアッセ
イを用いて、アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）種の蚊の誘引また
は忌避に関する前記化合物および組成物の有効性を決定した。双翅（Ｄｉｐｔｅｒａ）目
の全体にわたる二酸化炭素受容体の高度な保存性のために、アエデス・アエギプティ（Ａ
ｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）に対して得られる結果は、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉ
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ｄａｅ））の他のメンバーに関して、および他の双翅類のメンバーに関して、直観的な知
識である可能性が高い。
【０１４５】
　着地アッセイ
　着地アッセイは、ヒトの皮膚への誘引について試験するために使用されるアッセイであ
る。切り取られた開口を２層メッシュで保護した手袋をはめたヒトの手を、メス蚊の約３
０×３０×３０ｃｍ（１２×１２×１２インチ）のケージに挿入した。メッシュの第１の
層は、化学物質の接触および蚊の接触からヒトを保護するために使用した。メッシュの第
２の層を１％の濃度でアセトン中に溶解した化合物または組成物で処理し、前記メッシュ
上で３分間乾燥させた。このメッシュの第２の層を第１のメッシュ層の上に配置した。２
つのメッシュ層は、手袋の適所に層を保持するための外側磁性ストリップにより隔てた。
この実験設計は、被験体の飢餓メス蚊が、ヒト皮膚の臭気および化合物または組成物に同
時に曝露されることを可能にする。ケージは３０匹のメスおよび３匹のオスの蚊を含有し
た。５分間の時間経過にわたって処理表面への蚊の着地をビデオテープに録画し、その時
間の間の着地回数を記録した。アセトンのみで処理したメッシュを陰性対照として使用し
た。この実験は、試験した各化合物または組成物につき３回行った。１つのこのような実
験からの結果は図２に示される。
【０１４６】
　データから、化合物シクロペンタノンおよび２－ペンタノンはブランク対照（３０回の
着地）よりも多数の着地（それぞれ３９回および３７回）をもたらしたことが明らかであ
る。さらに、化合物２－エチルピラジンは、同じ時間枠で１２回の着地をもたらし、忌避
剤とされる。興味深いことに、この化合物は、ＣＯ２応答性ニューロンの活性化剤である
ことが示されている。この例では、この化合物はマスキング剤の機能を果たし、恐らくそ
のＣＯ２受容体を圧倒することによって、蚊の宿主探索（ｈｏｓｔ－ｓｅｅｋｉｎｇ）応
答を妨害する。
【０１４７】
　実施例１３．ネットスフェアアッセイ
　セミフィールド閉じ込め区域においてネットスフェアアッセイを実行した。閉じ込め区
域は約９３平方メートル（１，０００平方フィート）のサイズであり、アエデス・アエギ
プティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）蚊が野生で遭遇し得る条件を再現するように、温
度、湿度、照明および空気流などの環境要因を制御した。実験の前に閉じ込め区域を２時
間調整して、環境条件を均質にした。次に５０匹のメスおよび５匹のオスの蚊をチャンバ
内に放出し、環境に順応させるために１時間おいた。この後、ＢＧ－センティネル（ＢＧ
－Ｓｅｎｔｉｎｅｌ）トラップ（バイオジェンツ（Ｂｉｏｇｅｎｔｓ）ＡＧ、独国レーゲ
ンスブルク）にシクロペンタノン、２－ペンタノンまたは２，４－ルチジンのいずれかを
仕掛け、仕掛けのないＢＧ－センティネル（トラップ誘引の陰性対照として）の存在下、
チャンバ内に配置した。採取を一晩続行させ、その間、チャンバ内の照明条件は、星の光
を模倣するように設定した。翌日、トラップに捕獲された蚊を－２０℃で凍結して、カウ
ントした。これらのカウントを、２５０ｍｌ／分の流速のタンクからのＣＯ２が誘惑物と
して使用される対照実験と比較した。１つのこのような実験の結果は図３に示される。
【０１４８】
　データから、化合物シクロペンタノンおよび２－ペンタノンは、ＣＯ２のみの場合と同
様に、誘引剤の役割を果たすことが明らかである。さらに、化合物２，４－ルチジンは忌
避剤の役割を果たした。興味深いことに、この化合物は、ＣＯ２応答性ニューロンの強力
な活性化剤であることが示されており、使用濃度において、この化合物によるこれらのニ
ューロンの活性化は蚊による化合物の回避をもたらすことが示唆される。
【０１４９】
　実施例１４．殺幼虫活性アッセイ
　６ウェルプレート（コーニング・ライフ・サイエンス（Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｌｉｆｅ　Ｓ
ｃｉｅｎｃｅｓ）、マサチューセッツ州テュークスベリー）を使用して化合物の殺幼虫活
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性を試験する。約２０匹の幼虫を以下の条件下で各ウェルに添加した：陰性対照（幼虫を
５ｍＬの蒸留水と組み合わせる）；陽性対照（幼虫を４．５ｍＬの蒸留水および０．５ｍ
Ｌのエタノールと組み合わせる）；処理１［幼虫を、１００ｐｐｍ（百万分の一）の化合
物Ａを含む溶液５ｍＬと組み合わせる］；処理２（幼虫を、０．２５％の化合物Ａを含む
溶液５ｍＬと組み合わせる）；処理３（幼虫を、１００ｐｐｍの化合物Ｂを含む溶液５ｍ
Ｌと組み合わせる）；処理４（幼虫を、０．２５％の化合物Ｂを含む溶液５ｍＬと組み合
わせる）。２４時間の曝露の後、死んだ幼虫の数をカウントし、記録する。
【０１５０】
　実施例１５．殺生物活性アッセイ
　部屋を２６℃および６０～７０％の相対湿度に調整した。使用するボトル、蓋およびメ
ッシュカバーを普通の食器用セッケンで洗浄する。ボトルおよび蓋を完全に乾燥させる。
一片の番号１のワットマン（Ｗｈａｔｔｍａｎ）ろ紙を各ボトルの底に入れる。鉗子を用
いて、ボトルの底に対して適切にろ紙を配置する。ろ紙に適用される希釈濃度により各ボ
トルにラベルを付ける。２０ｍｇ／ｍＬの希釈から始めて、試験管において段階希釈物を
調製した。試験管に適切な希釈濃度のラベルを付ける。
【０１５１】
　１０００μｌのアセトン中２０ｍｇ／ｍｌの希釈から始めて、エッペンドルフチューブ
において試験化合物を段階希釈し、連続する各チューブにおいて１０倍ずつの希釈物を作
成する。５００μｌの各溶液（アセトンのみの対照を含む）を対応するボトル内のろ紙に
適用し、乾燥させる。飢餓状態でない２０匹のメス蚊を各ボトルに移し、上部をメッシュ
で封止する。次に、調整した実験室内にボトルを２時間置く。次に蚊を観察し、各ボトル
内の動きのない蚊の数を記録する。
【０１５２】
　実施例１６．本発明の化合物の殺幼虫効果および殺生物効果
　実施例１４および１５に記載された方法に従って、本発明の化合物を分析した。殺幼虫
活性は、本発明の化合物について、１００ｐｐｍ（百万分の一）および０．２５％の用量
で、実施例１４に従って評価した。結果は、致死率％（死んだ幼虫の数を幼虫の総数で除
したもの）として表１７に示される。
【０１５３】
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【表１７－１】

【０１５４】
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【表１７－２】

　実施例１５の方法に従って本発明の化合物の殺生物活性を評価した。化合物は、０．２
ｍｇ／ｍｌおよび２ｍｇ／ｍｌで試験した。結果は、死亡率％（死んだ蚊の数を蚊の総数
で除したもの）として表１８に示される。
【０１５５】
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【０１５６】
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【表１８－２】

　実施例１５の方法に従って本発明の化合物を含む組み合わせの殺生物活性を評価した。
組み合わせは、０．２ｍｇ／ｍｌおよび２ｍｇ／ｍｌ（組み合わせた化合物の総濃度）で
試験した。結果は、死亡率％（死んだ蚊の数を蚊の総数で除したもの）として表１９に示
される。表中、「Ｍｏｒｔ」は死亡率を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指し、「Ｃｏｍｐ
」は成分を指す。
【０１５７】
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【０１５８】
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【表１９－２】

【０１５９】
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【表１９－３】

　実施例１７．トコジラミの忌避アッセイ
　トコジラミ忌避アッセイを用いて、本発明の化合物および化合物の組み合わせを、トコ
ジラミ（キメクス・レクトゥラリウス（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ））を忌避
する能力についてアッセイした。このアッセイは、トコジラミが避難所を探し求める自然
の傾向を利用する。２つのペトリ皿を入手し、それぞれの内部領域にサンドペーパーをか
けた（外周は滑らかにしておく）。トコジラミが逃亡するのを防止するために、小さい絵
筆でペトリ皿の外周および内壁にタルクを塗布した。ソロバスルームカップ（ｓｏｌｏ　
ｂａｔｈｒｏｏｍ　ｃｕｐ）の上側を切り落としたものを１つのペトリ皿の中央に逆さま
に配置した。大型プラスチックの第２の容器を集め、ペーパータオルを底部の内側に敷い
た。次に、ペトリ皿を内側に入れ、１０匹のトコジラミをソロカップ（ｓｏｌｏ　ｃｕｐ
）の切り落とした部分の内側に入れた。次に、２片のろ紙を中央で切断し、同じ大きさの
半分のろ紙を４枚得た。３片をガラス皿（１００ｃｍ×５０ｃｍまたは９０ｃｍ×５０ｃ
ｍ）の内側に入れ、残りの１片を別の皿に入れた。４片の全てを中央で折り畳み、置いた
ときに折り畳んだ折り目が上に向くように「テント」または「避難所」を作った。１００
マイクロリットルのイソプロピルアルコールを３片のろ紙（全て第１のガラス皿に収容さ
れる）にピペットでたらした。別の４ｍｌのバイアル内で、９０マイクロリットルのイソ
プロピルアルコールを１０マイクロリットルの試験中の化合物または化合物の組み合わせ
と混ぜ合わせ、ボルテックスした。１００マイクロリットルのこの溶液［全部で１００ｍ
ｇの化合物を含む］を、別の皿のろ紙にピペットでたらした。次に、全てのろ紙を乾燥さ
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せた。乾燥したら、最初にイソプロピルアルコールのみを含む２枚のろ紙の半分部分（対
照実験）、そして次に残りのろ紙の半分部分［１枚はイソプロピルアルコールのみ、１枚
は試験化合物を含む］を用いて実験を実行した。ろ紙の半分部分を実験用ペトリ皿の両側
に置き、トコジラミに皿内を５分間自由に移動させた。各ろ紙のテントの下でのトコジラ
ミの動きを記録した。各試験化合物について得られたデータは表２０に記載される。忌避
％は、処理したろ紙テントの下方に移動しなかったトコジラミの数を対照と比較した％を
表す。表中、「Ｒｅｐ」は忌避を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指す。環境に優しい化合
物を含む多数の化合物および組み合わせが、驚くべきことに、トコジラミを忌避する強力
な能力を示した。いくつかのこのような化合物には、シトロネラ油、オイゲノールおよび
ゲラニオールが含まれた。
【０１６０】
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【０１６１】
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【表２０－２】

【０１６２】
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　実施例１８．トコジラミの誘惑アッセイ
　化合物および化合物の組み合わせがトコジラミを誘引する能力を測定するためにアッセ
イを実行した。小型プラスチック容器の試験アリーナ環境をより大きい第２の容器の中に
置いた。２つのバスルームサイズのソロカップから上部の約１．３ｃｍ（半インチ）を除
去し、各カップを試験アリーナ環境の両側に壁から約２．５ｃｍ（１インチ）離して置い
た。トコジラミは滑らかな表面を上ることができないので、カップの外側部分のそれぞれ
を、サンドペーパーでざらざらにした。ペーパータオルで試験アリーナ環境の床を覆った
。ソロカップの１つの上部の除去した部分を、アリーナの中央に口側を下にして置いた。
カップの１つに、コットンボールを入れ、１００マイクロリットルの化合物または化合物
の組み合わせの溶液［全部で１００ｍｇの化合物を含む］で処理した。１０匹のトコジラ
ミを中央の切り落とされたカップ上部に配置し、試験アリーナ環境を被覆し、気候が制御
された暗室内で一晩おいた。次の日、餌のあるカップ内に入ったトコジラミの数を記録し
、トコジラミの総数に対する餌のあるカップ内に入ったトコジラミの割合として誘引％を
計算した。試験した各化合物または化合物の組み合わせについて得られたデータは表２１
に示される。表中、「Ａｔｔ」は誘引を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指す。乳酸エチル
および／またはシクロペンタノンを含むいくつかの化合物および組み合わせは、驚くべき
ことに、トコジラミを誘引する強力な能力を示した。
【０１６３】



(97) JP 2015-530995 A 2015.10.29

10

20

30

40

【表２１】



(98) JP 2015-530995 A 2015.10.29

【図１】
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【図２】

【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月20日(2015.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０１２１のうちの少なくとも１つを含む組成物。
【請求項２】
前記組成物が２つの化合物の組み合わせを含み、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００
０１～ＯＬＩ０００４、ＯＬＩ０００６～ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１０、ＯＬＩ００



(100) JP 2015-530995 A 2015.10.29

１１、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００
２０～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００
９６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９からなる群から選択される、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３】
　（ａ）少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００９６、ＯＬＩ００９７
およびＯＬＩ００９９からなる群から選択されるベータ活性化剤であるか、または
　（ｂ）前記組成物が相乗的な化合物の組み合わせを含み、前記相乗的な化合物の組み合
わせの少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００２２、
ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００２９からなる群から
選択される、
請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
前記組成物が、
　（ａ）ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００９５からなる群から選択される化合物、または
　（ｂ）２つの化合物の組み合わせであって、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００１
５、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８
４、ＯＬＩ００８９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０
１０２からなる群から選択される組み合わせ
を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
請求項４の（ｂ）に記載の特徴を備える請求項４に記載の組成物であって、前記組成物が
、
　（ａ）ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００８４およびＯＬＩ０１００からなる群から選択され
る少なくとも１つのベータ活性化剤か、
　（ｂ）２つの化合物の組み合わせであって、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ００１
５、ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８
４、ＯＬＩ００８９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０
１０２からなる群から選択される組み合わせか、または
　（ｃ）ＯＬＩ００７６、ＯＬＩ００９３およびＯＬＩ０１０２からなる群から選択され
る少なくとも１つの環境に優しい化合物
を含む、組成物。
【請求項６】
　媒介有害生物の行動を変更する方法であって、前記媒介有害生物を請求項１に記載の組
成物に曝露することを含む方法。
【請求項７】
前記媒介有害生物が、飛行性の双翅類、蚊、スナバエ、ブユ、ツェツェバエ、ヌカカ、ト
コジラミ、サシガメ、ノミ、シラミ、ダニおよびマダニのうちの少なくとも１つである、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
媒介有害生物の行動を変更することが、
　（ａ）ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ００６６からなる群から選択される少なくとも１つの化
合物を含む組成物の使用か、
　（ｂ）２つの化合物の組み合わせであって、少なくとも１つの化合物が、ＯＬＩ０００
１～ＯＬＩ０００４、ＯＬＩ０００６～ＯＬＩ０００８、ＯＬＩ００１０、ＯＬＩ００１
１、ＯＬＩ００１３～ＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００２
０～ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、ＯＬＩ００２７、ＯＬＩ００９
６、ＯＬＩ００９７およびＯＬＩ００９９からなる群から選択される組み合わせを含む組
成物の使用か、または
　（ｃ）ＯＬＩ００６７～ＯＬＩ００９５からなる群から選択される少なくとも１つの化
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合物を含む組成物の使用であって、任意選択により、前記組成物は２つの化合物の組み合
わせを含み、前記２つの化合物のうちの少なくとも１つがＯＬＩ００１５、ＯＬＩ００６
７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８４、ＯＬＩ００８
９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０１０２からなる群
から選択される、使用
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
請求項８の（ｂ）に記載の特徴を備える請求項８に記載の方法であって、
　（ａ）各化合物の濃度が少なくとも０．０１％であり、任意選択で約０．５％～約５％
であるか、または
　（ｂ）前記組成物が相乗的な化合物の組み合わせであって、少なくとも１つの化合物が
ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１８、ＯＬＩ００２２、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２５、
ＯＬＩ００２７およびＯＬＩ００２９からなる群から選択される組み合わせを含む、
方法。
【請求項１０】
請求項８の（ａ）または（ｃ）に記載の特徴を備える請求項８に記載の方法であって、前
記飛行性の双翅類が、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉｄａｅ））の１つまたは複数のメ
ンバー（アエデオミヤ（Ａｅｄｅｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、アエデス
（Ａｅｄｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー（アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　
ａｅｇｙｐｔｉ）を含むが限定されない）、アノフェレス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）属の１
つまたは複数のメンバー（アノフェレス・ガンビアエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉ
ａｅ）およびアノフェレス・アンヌリペス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｎｎｕｌｉｐｅｓ）
を含むが限定されない）、アルミゲレス（Ａｒｍｉｇｅｒｅｓ）属の１つまたは複数のメ
ンバー、アユラキティア（Ａｙｕｒａｋｉｔｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ビロ
ネルラ（Ｂｉｒｏｎｅｌｌａ）属の１つまたは複数のメンバー、ボリキンダ（Ｂｏｒｉｃ
ｈｉｎｄａ）属の１つまたは複数のメンバー、カガシア（Ｃｈａｇａｓｉａ）属の１つま
たは複数のメンバー、コクイルレトティディア（Ｃｏｑｕｉｌｌｅｔｔｉｄｉａ）属の１
つまたは複数のメンバー、クレクス（Ｃｕｌｅｘ）属のメンバー（クレクス・クィンクェ
ファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・モレ
ストゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｍｏｌｅｓｔｕｓ）、クレクス・アンヌリロストリス（Ｃｕｌｅ
ｘ　ａｎｎｕｌｉｒｏｓｔｒｉｓ）およびクレクス・アウストラリクス（Ｃｕｌｅｘ　ａ
ｕｓｔｒａｌｉｃｕｓ）を含むが限定されない）、クリセタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ）属の１
つまたは複数のメンバー、デイノケリテス（Ｄｅｉｎｏｃｅｒｉｔｅｓ）属の１つまたは
複数のメンバー、エレトマポディテス（Ｅｒｅｔｍａｐｏｄｉｔｅｓ）属の１つまたは複
数のメンバー、フィカルビア（Ｆｉｃａｌｂｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ガリ
ンドミヤ（Ｇａｌｉｎｄｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ハエマゴグス（Ｈ
ａｅｍａｇｏｇｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー、ヘイズマンニア（Ｈｅｉｚｍａｎ
ｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ホドゲシア（Ｈｏｄｇｅｓｉａ）属の１つまた
は複数のメンバー、イソストミヤ（Ｉｓｏｓｔｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバ
ー、ヨンベルキニア（Ｊｏｈｎｂｅｌｋｉｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、キミ
ア（Ｋｉｍｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、リマトゥス（Ｌｉｍａｔｕｓ）属の１
つまたは複数のメンバー、ルトジア（Ｌｕｔｚｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、マ
ラヤ（Ｍａｌａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、マンソニア（Ｍａｎｓｏｎｉａ）
属の１つまたは複数のメンバー、マオリゴエルディア（Ｍａｏｒｉｇｏｅｌｄｉａ）属の
１つまたは複数のメンバー、ミモミヤ（Ｍｉｍｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバ
ー、オニリオン（Ｏｎｉｒｉｏｎ）属の１つまたは複数のメンバー、オピフェクス（Ｏｐ
ｉｆｅｘ）属の１つまたは複数のメンバー、オルトポドミヤ（Ｏｒｔｈｏｐｏｄｏｍｙｉ
ａ）属の１つまたは複数のメンバー、プソロフォラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ）属の１つま
たは複数のメンバー、ルンコミヤ（Ｒｕｎｃｈｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバ
ー、サベテス（Ｓａｂｅｔｈｅｓ）属の１つまたは複数のメンバー、シャンノニアナ（Ｓ
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ｈａｎｎｏｎｉａｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、トポミヤ（Ｔｏｐｏｍｙｉａ）
属の１つまたは複数のメンバー、トキソリンキテス（Ｔｏｘｏｒｈｙｎｃｈｉｔｅｓ）属
の１つまたは複数のメンバー、トリコプロソポン（Ｔｒｉｃｈｏｐｒｏｓｏｐｏｎ）属の
１つまたは複数のメンバー、トリプテロイデス（Ｔｒｉｐｔｅｒｏｉｄｅｓ）属の１つま
たは複数のメンバー、ウダヤ（Ｕｄａｙａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウラノタエ
ニア（Ｕｒａｎｏｔａｅｎｉａ）属の１つまたは複数のメンバー、ヴェルラルリナ（Ｖｅ
ｒｒａｌｌｉｎａ）属の１つまたは複数のメンバー、ウィエオミヤ（Ｗｙｅｏｍｙｉａ）
属の１つまたは複数のメンバー、ゼウグノミヤ（Ｚｅｕｇｎｏｍｙｉａ）属の１つまたは
複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）と、グロシナ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ）属
のツェツェバエ（グロシナ・アウステニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ａｕｓｔｅｎｉ）、グロシ
ナ・モルシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロシナ・パルリディペ
ス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｄｉｐｅｓ）、グロシナ・スウィンネルトニ（Ｇｌｏ
ｓｓｉｎａ　ｓｗｙｎｎｅｒｔｏｎｉ）、グロシナ・フスカ・フスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ
　ｆｕｓｃａ　ｆｕｓｃａ）、グロシナ・フスキプレウリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓ
ｃｉｐｌｅｕｒｉｓ）、グロシナ・フレジリ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆｒｅｚｉｌｉ）、グ
ロシナ・ハニングトニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｈａｎｉｎｇｔｏｎｉ）、グロシナ・ロンギ
ペンニス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｌｏｎｇｉｐｅｎｎｉｓ）、グロシナ・メディコルム（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｍｅｄｉｃｏｒｕｍ）、グロシナ・ナシ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎａｓｈ
ｉ）、グロシナ・ニグロフスカ・ニグロフスカ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃ
ａ　ｎｉｇｒｏｆｕｓｃａ）、グロシナ・セヴェリニ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｅｖｅｒｉ
ｎｉ）、グロシナ・スクウェツィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｃｈｗｅｔｚｉ）、グロシナ・
タバニフォルミス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｂａｎｉｆｏｒｍｉｓ）、グロシナ・ヴァン
ホオフィ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｖａｎｈｏｏｆｉ）、グロシナ・カリギネア（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｃａｌｉｇｉｎｅａ）、グロシナ・フスキペス・フスキぺス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ
　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロシナ・フスキペス・マルティニイ（Ｇｌ
ｏｓｓｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ　ｍａｒｔｉｎｉｉ）、グロシナ・パルリケラ・パルリ
ケラ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ）、グロシナ・パル
リケラ・ネウステアディ（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｌｉｃｅｒａ　ｎｅｗｓｔｅａｄｉ
）、グロシナ・パルパリス・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ　ｐａｌ
ｐａｌｉｓ）、グロシナ・パルパリス・ガンビエンシス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａ
ｌｉｓ　ｇａｍｂｉｅｎｓｉｓ）およびグロシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔ
ａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）を含むが、これらに限定されない）と、ケラトポゴニダエ（Ｃｅ
ｒａｔｏｐｏｇｏｎｉｄａｅ）科のヌカカ（クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ）属の
１つまたは複数のメンバー（クリコイデス・ソノレンシス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｏ
ｎｏｒｅｎｓｉｓ）を含むが限定されない）、レプトコノプス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ
）属の１つまたは複数のメンバー（レプトコノプス・アルビヴェントリス（Ｌｅｐｔｏｃ
ｏｎｏｐｓ　ａｌｂｉｖｅｎｔｒｉｓ）およびレプトコノプス・トルレンス（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）を含むが限定されない）、およびフォルキポミヤ（Ｆｏ
ｒｃｉｐｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバーを含むが、これらに限定されない）
と、シムリイダエ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）科のブユ（シムリウム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ）
属の１つまたは複数のメンバー（シムリウム・ダンノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｄａｍｎ
ｏｓｕｍ）、シムリウム・ネアヴェイ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｎｅａｖｅｉ）、シムリウム
・カルリドゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃａｌｌｉｄｕｍ）、シムリウム・メタルリクム（
Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、シムリウム・オクラケウム（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ　ｏｃｈｒａｃｅｕｍ）、シムリウム・コロンバスケンセ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｃｏ
ｌｏｍｂａｓｃｈｅｎｓｅ）、シムリウム・プルイノスム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｒｕｉ
ｎｏｓｕｍ）およびシムリウム・ポスティカトゥム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｐｏｓｔｉｃａ
ｔｕｍ）を含むが限定されない）を含むが、これらに限定されない）と、スナバエ（ルツ
ォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）属の１つまたは複数のメンバー（ルツォミヤ・ロンギパル
ピス（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）を含むが限定されない）、および
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フレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）属の１つまたは複数のメンバー（フレボトムス
・パパタスィ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）を含むが限定されない）を
含むが、これらに限定されない）とからなる群から選択される、方法。
【請求項１１】
各化合物の濃度が少なくとも０．０１％であり、任意選択で約０．０１％～約５％である
、請求項８に従属するとともに請求項８の（ｃ）に記載の特徴を備える請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
前記媒介有害生物がトコジラミであり、前記組成物が、
　（ｉ）ＯＬＩ０００５、ＯＬＩ００１２、ＯＬＩ００１５～ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ０
０２１、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ００２９、ＯＬＩ００５２、ＯＬＩ００５９、ＯＬＩ０
０６５、ＯＬＩ００６７、ＯＬＩ００７２、ＯＬＩ００７４、ＯＬＩ００７７、ＯＬＩ０
０８４、ＯＬＩ０１０１、ＯＬＩ０１０２、ＯＬＩ０１０６、ＯＬＩ０１０７、ＯＬＩ０
１１３～ＯＬＩ０１１５、ＯＬＩ０１１８およびＯＬＩ０１２１からなる群から選択され
る１つのトコジラミ忌避化合物か、
　（ｉｉ）トコジラミ忌避性の２つの化合物の組み合わせであって、
　　（ａ）ＯＬＩ００１４～ＯＬＩ００１７、ＯＬＩ００２０、ＯＬＩ００２４、ＯＬＩ
００２９およびＯＬＩ０１０２からなる群から選択されるか、またはＯＬＩ００１５、Ｏ
ＬＩ００６７～ＯＬＩ００７８、ＯＬＩ００８０、ＯＬＩ００８２～ＯＬＩ００８４、Ｏ
ＬＩ００８９、ＯＬＩ００９３、ＯＬＩ００９５、ＯＬＩ０１００およびＯＬＩ０１０２
からなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含むか、
　　（ｂ）ＯＬＩ００１７と、ＯＬＩ００１４およびＯＬＩ００１５のうちから選択され
る化合物とを含むか、または
　　（ｃ）ＯＬＩ００２０およびＯＬＩ００２９を含む、組み合わせか、あるいは
　（ｉｉｉ）ＯＬＩ０００７、ＯＬＩ０００８およびＯＬＩ００１０からなる群から選択
される少なくとも１つの化合物
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　媒介有害生物を殺す方法であって、前記媒介有害生物を請求項１に記載の組成物に曝露
することを含む方法。
【請求項１４】
化合物ＯＬＩ０００１～ＯＬＩ０１０２のうちの少なくとも１つを含むパッチであって、
前記パッチが任意選択で、紙、プラスチック、金属、布帛、ワックス、高分子材料、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ゴム、セルロース、シリコンゴムおよびセルロースベースの
材料からなる群から選択される１つまたは複数の材料で構成され、前記パッチは前記１つ
または複数の材料に加え、さらに任意選択で
　（ａ）約１ｃｍ２～約５ｃｍ２の面積、
　（ｂ）円形、正方形、矩形、三角形および多角形からなる群から選択される形状、およ
び
　（ｃ）任意選択で接着剤
を含む、パッチ。
【請求項１５】
請求項１４に記載のパッチを含む、媒介有害生物の忌避方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
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【表１６－２】

　実施例１２．エリア行動アッセイ
　本発明の化合物および組成物の評価に役立つための行動アッセイを開発した。これらの
アッセイには、着地アッセイおよびネットスフェアアッセイが含まれる。これらのアッセ
イを用いて、アエデス・アエギプティ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）種の蚊の誘引また
は忌避に関する前記化合物および組成物の有効性を決定した。双翅（Ｄｉｐｔｅｒａ）目
の全体にわたる二酸化炭素受容体の高度な保存性のために、アエデス・アエギプティ（Ａ
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ｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）に対して得られる結果は、蚊科（クリキダエ（Ｃｕｌｉｃｉ
ｄａｅ））の他のメンバーに関して、および他の双翅類のメンバーに関して、直観的な知
識である可能性が高い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
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【表１９－１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５８】
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【表１９－２】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
【表１９－３】

　実施例１７．トコジラミの忌避アッセイ
　トコジラミ忌避アッセイを用いて、本発明の化合物および化合物の組み合わせを、トコ
ジラミ（キメクス・レクトゥラリウス（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ））を忌避
する能力についてアッセイした。このアッセイは、トコジラミが避難所を探し求める自然
の傾向を利用する。２つのペトリ皿を入手し、それぞれの内部領域にサンドペーパーをか
けた（外周は滑らかにしておく）。トコジラミが逃亡するのを防止するために、小さい絵
筆でペトリ皿の外周および内壁にタルクを塗布した。ソロバスルームカップ（ｓｏｌｏ　
ｂａｔｈｒｏｏｍ　ｃｕｐ）の上側を切り落としたものを１つのペトリ皿の中央に逆さま
に配置した。大型プラスチックの第２の容器を集め、ペーパータオルを底部の内側に敷い
た。次に、ペトリ皿を内側に入れ、１０匹のトコジラミをソロカップ（ｓｏｌｏ　ｃｕｐ
）の切り落とした部分の内側に入れた。次に、２片のろ紙を中央で切断し、同じ大きさの
半分のろ紙を４枚得た。３片をガラス皿（１００ｃｍ×５０ｃｍまたは９０ｃｍ×５０ｃ
ｍ）の内側に入れ、残りの１片を別の皿に入れた。４片の全てを中央で折り畳み、置いた
ときに折り畳んだ折り目が上に向くように「テント」または「避難所」を作った。１００
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マイクロリットルのイソプロピルアルコールを３片のろ紙（全て第１のガラス皿に収容さ
れる）にピペットでたらした。別の４ｍｌのバイアル内で、９０マイクロリットルのイソ
プロピルアルコールを１０マイクロリットルの試験中の化合物または化合物の組み合わせ
と混ぜ合わせ、ボルテックスした。１００マイクロリットルのこの溶液［全部で１００ｍ
ｇの化合物を含む］を、別の皿のろ紙にピペットでたらした。次に、全てのろ紙を乾燥さ
せた。乾燥したら、最初にイソプロピルアルコールのみを含む２枚のろ紙の半分部分（対
照実験）、そして次に残りのろ紙の半分部分［１枚はイソプロピルアルコールのみ、１枚
は試験化合物を含む］を用いて実験を実行した。ろ紙の半分部分を実験用ペトリ皿の両側
に置き、トコジラミに皿内を５分間自由に移動させた。各ろ紙のテントの下でのトコジラ
ミの動きを記録した。各試験化合物について得られたデータは表２０に記載される。忌避
％は、処理したろ紙テントの下方に移動しなかったトコジラミの数を対照と比較した％を
表す。表中、「Ｒｅｐ」は忌避を指し、「Ｃｍｐｄ」は化合物を指す。環境に優しい化合
物を含む多数の化合物および組み合わせが、驚くべきことに、トコジラミを忌避する強力
な能力を示した。いくつかのこのような化合物には、シトロネラ油、オイゲノールおよび
ゲラニオールが含まれた。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６０】
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【表２０－１】
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